
〈性質〉

ヒトリシズカ
@センリョウ科

@宿根草

@開花期 4~5 丹

日本、朝鮮、中国(中北部一東北部)、樺太に分布し、疎林下など明るいよ1'.日陰

を好みます。花弁は退化してなく、白色の花の主体は糸状に長く伸びたt.1fi;~: の約

陥(3本、長さ 3-5 mm)で、両fl!Uの雄it;の外側に 11防iずつ計 21悶の約を付けます。

花は展楽H寺に咲き出し、芳三tl:¥し時から 5月末まで楽しめます。業は上音1;2節にま

とまって付き、あたかも 4 枚の業が輪生しているように見えます。;装は~tìめ赤紫

色で後に緑色となり、花後に伸びて高さ15-30cmになります。稀に始めから緑色

のものがあってアオジクヒトリシズカ(育制i一人静)と言い、Jls和天皇がお好みに

なりました。短く横走する恨茎で殖え、 l株から多数の茎を上げます。

〈栽培〉

地植えの場合は、まず排水のよい半尽陰地を選び、腐葉土を20kg/ば程すき込

んで、11I日60cmの畦を作り、 5-7本立ちを l株として分割した株を30cm間隔に 2条

植えします。鉢植えの用土は赤王土、硬質鹿A土の米粒大を混合したものでよく、

5本立ちで 4号浅鉢、 7本立ちで 5号浅鉢に植え込みます。まずは 2年間作り込

んで芽数多く丈低くなるようにし、その後順次鉢を大きくしていきます。肥料を

好みますので月 2回ハイポネックスの2，000倍液を与え、さらに春秋の 2問、芽を

伸ばして欲しい部分に油粕と骨粉をねり合わせたものを 5g/株程置いてやりま

す。丈夫な植物なので株分け移械はいつでもできます。

〈近縁種〉

フタリシズカ(二人静)は臼本全土の低山に分布し、花は操業後の 5月に咲く遅

咲きです。葉は上部 2節に付きますが、節開が離れていて完全な対生です。花弁

は退化しでなく、白色の雄芯の花糸は合着して雌芯を包んで長さ 2-4 mm、花穏

に白色の花が点々とへばり付いているように見えます。茎は高さ30-60cm、長く

て丈夫なので茶花としてはヒトリシズカよりも実用的です。
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〈種類〉

⑧ラン科

@棺根草

工 ビ

@開花期 4~5 月

ネ

間主主的に「エど、ネ」と言えば日本産の常緑で春の新業展開時に花を付ける一群

をさし、エビネ(ジエピネともいう)、キエピネ、キリシマエピネ、ニオイエビネ、

サルメンエビネの 5つの涼種と、これらの自然交雑種であるタカネ(エビネ×キ

エビネ)、ヒゴ(キエビネ×キリシマエビネ)、イシヅチ(サルメンエビネ×エビネ)、

コオズ(ニオイエビネ×エビネ)、スイショウラン(ニオイエビネ×キリシマエビ

ネ)を総称します。

〈栽培〉

地植えをする場合は、半日陰の林下などを選び、ひゅうが土の大立粒(脊袋)20 ~ 

/ば、腐葉土 4~ 1m'を庭土に混合し、畦幅60crnの一平畦とし、株間を縦横ともに20crn

とり、 1-2芽ずつに株分けして根を拡げて植え付け、十分に潅水しておちつか

せます。鉢植えの用土はひゅうが土、硬質鹿沼土、焼赤玉土の大豆粒ー隠元立大

のものを等量混合したもの、または「スーパーらんJ の大豆粒ー隠元立大のもの

とします。鉢の大きさは 1芽の株なら 5号深鉢、 3芽の株なら 7号深鉢が適当で

す。杷料は油粕と骨粉をねり合わせたかたまりを用い、花後と初秋の 2問、 1芽

当たり 109ずつ与えます。病害虫では花時のアブラムシ被害、秋に発生するトク

ナガハムグリパエの新芽食入がありますのでオルトラン、ダイシストン、エカチ

ンなど浸透移行性殺虫剤の粒剤を定期的に施用します。

〈近縁種〉

夏咲きj晶子苦性の種類として、ナツエビネ、キソエビネ、キンセイランがあり、

冬は oOCでも大丈夫ですが、夏に暑がるので250C以下に涼しくします。夏咲き亜

熱帯性の種類として、ダルマエビネ(ヒロハノカラン)、ツルラン、オナガエビネ、

リュウキュウエビネがあり、耐寒性がないので冬は 5
0

C以上に保温します。熱帯

性のものは10
0

C以上を保つ必要ーがあり、「カランセ」と称して洋蘭として扱います。
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チ コユ リ

⑧ユリ科

⑧宿根草

@開花期 4~5 月

〈性質〉

日本、朝鮮、中国に分布し、 LIJ野の林下にごく普通に見かけます。地下に恨と

同形の細い根茎があり、旬校を伸ばして殖えます。茎は高さ 15~30cm、日本海但IJ

のものは大柄でよく枝分かれをします。花は茎I貨に 1~ 2側、横向き一下|向きに

付けて白色、ユリを小さくしたような形なのでチゴユリ(稚児百合)の名がありま

す。

〈栽培〉

丈夫な率で、土質を選びませんが、水はけのよい所を好みます。若葉色の業が観

賞のポイントなので明るい半日陰を選びます。地植えとする場合は腐熟堆肥を

lOkg/m2程すき込み、 l幅60cmの平時とし、 1芽ずつに株分けして縦横ともにlOcm

間隔に椋え込みます。鉢植えの用土は赤王土、ひゅうが土、硬質鹿沼土の米粒大

を混合したものとし、 3号鉢なら 1芽、 5号i主鉢なら 3芽を植え込みます。植え

かえの時期は11月一 4月の落葉時期iです。単に殖やすだけなら毎年植えかえをし

て株を植え拡げていきますが、ボリューム!告を出した観賞用鉢物としたい場合は

2年程植えかえをしないで作り込みます。肥料は油粕と骨粉をねり合わせたもの

とし、花後と 9月に 1芽当たり 39ずつ与えます。病害虫は事rr業展開時のアブラ

ムシ、夏~秋の根腐線虫の被害がありますので、ダイシストンとパイデートの粒

剤を定期的に施用します。

〈近縁穣〉

ホウチャクソウ(宝鐸草)は茎の高さ 30~60cm と大きく、花は白色に緑を帯びま

す。キパナホウチャクソウ(黄花宝鍔)は茎の高さ40~80cm とさらに大きく、花は

黄色で枝分かれをして沢山付けます。アマドコロ(甘野老)は菜の高さ 30~80cm 、

業披ごとに 1~ 2花を付けます。ナルコラン (fl息子蘭)やナルコユリ(鳴子百合)と

誤称して切花薬物によく用いられるのはこのアマドコロの斑入品種でナルコユリ

は別種として存在し、茎に角稜がなく、葉が綱く花は数花を下垂することで識別

される O ユキザサ(雪笹)は高さ 20~70cm、茎環に円錐状に付く白色の小花が美し

いものです。
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〈性質〉

ウラシマソウ

@サトイモ科

⑧宿根草(球根植物)

@開花期 4~5 月

立ち上がった偽茎の下端に球茎(球根のように見えるものが真の菜です。)を付

ける球根植物で、平地~低山の野原、林縁、林下に生えます。夏主主の伸長や樹木

の新葉が展開することにより梅雨期以降は半日陰になります。自生地の土は腐植

質が多い軽くて良費なものです。業は 1球に l 枚ずつしか付けず、鳥足状に 11~17

の小業があります。花弁のように見える仏炎直は葉身より下に位霞し、黒紫色を

しています。花序の付鴎体は長くて1L、炎砲の外に伸び出し、浦島太郎が釣糸を丞

らした様に見立られてこの名があります。球茎(球根)の分球率が高く、開花球と

なればかなり多数の子球(ラミート)を付けて、 1株のみで単生するということは

ありません。

〈栽培〉

土がいつも湿っていて排水はよいという相反する条件を満たさないと栽培がで

きません。地植えとする場合は、半日陰の風通しのよい場所を選ぴ、ピートモス

20 ~ 1m'をすき込んで、幅60cmの平畦を作り、球茎(球根)の径が12mm以上のものを

親株とし、親球 1倒に子球が数個付いているという単位に分けて 1株とし、縦横

ともに30cm間隔に配置し、親株の大きさの 3倍の深さに植え込みます。鉢植え照

土は、赤玉土、ひゅうが土の米粒大と、ピートモスを混合したものとし、親球の

大きさの 2傍の深さに植え込みます。 5号鉢で親王求を 1~ 3個、 7号鉢で 5~ 7 

f閣を植え込み数の目安とします。肥料は油粕と骨粉をねり合わせたものを用い、

春の展築後と 9月の 2盟、親球 11固に付き 59ずつ施します。業は早落性なので、

夏秋に水切れさせないように気を付けます。

〈近縁種〉

ユキモチソウ(雪餅草)、ヒメウラシマソウ(姫浦島主主)、ムサシアブミ(武蔵鐙)、

ニオイハンゲ(臭半支)などが栽培されます。この仲間はテンナンショウ(天南星)

と称する薬草ですが、菜に蛇紋があるために好まれず、園芸価値が高いものの栽

培されることが少ないものです。
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〈性質〉

ヒメシャガ

@アヤメ科

@宿根草

@開花期 5~6 丹

北海道荷南部~九州北部の山地の乾いた疎林下に生えます。北陸産(特に富山

県西部のもの)は葉幅が太く花は丸弁で、関東産(特に秩父武甲山のもの)は葉l隔

が車IIIく花は細弁です。花は径 4cm程で、淡紫色、花茎に 2-31回付け、葉は淡緑色

で長さ20-40cm、l幅5-15mmで、先が垂れ、冬は落葉します。

〈栽培〉

地植えとする場合は腐葉土10e / m'をすき込んで幅60cm、高さ30cmの平畦を作り、

1株 5-73f-に分けた苗を縦横ともに20cmの間隔とし、芽の先が土から顔を出す

程度に浅植えします。鉢植えの用土は、赤王土、硬質鹿沼土の米粒大~小豆粒大

の浪合とし、花後かまたは落葉後に、 5-7芽に分けた株を 3号鉢に植え込みま

す。 l年間作り込んで鉢に根が遡ったなら 5号深鉢にゆるめ、さらに 1年間作り

込んで鉢内が根で一杯になったら、 3年目の秋は根を土ごと 1/3に切りつめて 6

号浅鉢に植え付けます。 4年目の春は根切りのショックで一斉開花し、展示会出

品にもってこいの姿となります。毎年秋の落葉後、枯葉を取り去り、浮き上がっ

た芽を寒さから保護するために臼土を入れますが、芽の先が土からちょっと顔を

出すように務くやります。日土の質は植え込み用土と同じものを用います。肥料

は、花後と 9月初めにilIl粕と骨粉をねり合わせたものを 59 /株ずつ、さらに過

l間ハイポネックス2，000倍液を潅水代わりに与えます。病害虫は何といっても

白絹病が大敵で、予防的にコブ粉剤を芽出し時、梅雨期、秋雨期に散布します。

排水が悪いとき、雨垂れ水が掛かるときに病気が発生し易いので附の尽に見廻っ

て様子を見てやります。枯葉の除去も大切です。

〈近縁種〉

西日本のエヒメアヤメ(愛媛綾日)、中間北部のアンザンアヤメ(鞍山絞自)、朝

鮮のキンカキツパタ(金杜若)、ヨーロッパ東部~ソ連西部のナンキンアヤメ(南

京綾日)など小型のアヤメ類は同様の栽培法です。
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〈性質〉

ミヤマオダマキ

@イトクリソウ

@キンポウゲ科

@宿根草

@開花期 5~6 月

本州中部以北、北海道、南千島、樺太、朝鮮北部の高山草地に生えます。自生

地は砂磯地で、日当たりと風通しがよく停滞水がない場所で雲や霧がよくかかつ

て十分な水分が供給されています。花は紫色、専片が大きく発達して距があり、

5枚の花弁と 5枚の等片からなる花形が糸繰りの際に用いる糸巻き「李英」に似

ているのでこの名があります。草丈は10-30cmの小形で、すO

〈栽培〉

地椴えとする場合は、日当たりのよい場所を選ぴ、庭土を50cm程堀り下げて排

水用の有孔パイプを敷設し、筏20mm程の栗石、割瓦、鉢カケなどを入れて20cm埋

め戻し、その上にひゅうが土、硬貿鹿沼土の大立粒ー米粒大のものを混合した用

土を30cm厚に入れて植え床(この形式をスクリーベァドと称します。)を造ります。

なお、排水パイプの末端は水が抜けるようにしておきます。株間を縦横ともに10cm

として植え付けますと即席のお花畑の出来上りです。鉢植え用土もひゅうが士、

硬質鹿沼土の米粒大を混合したもので、 3号鉢なら I芽、 5号浅鉢なら 3芽、 7

号浅鉢なら 7芽を植え込みます。嫌地が起き易い植物なので種子が実れば必ず採

り播きをして商の交代維持に努めます。肥料は 1B 化成 S1号がよく、葉のある

期間中は月 1回 I芽に付き 1粒ずつ与えます。

〈近縁種〉

ヤマオダマキ(山苧環)は日本、朝鮮、中国北部、シベリア東部に分布する大形

の種類で、主主丈は30-70cm、茶花に好まれます。南方型のキパナヤマオダマキ(黄

花山苧環)は花が淡黄色、北方型のエゾヤマオダマキ(蝦夷山苧環)は花が帯紫褐

色です。
カンミンボ〆 ベクトーサン

ルリオダマキ (1留璃苧環)は朝鮮北部の冠IPI'l峰、白頭山などに分布し、草丈は30cm

程、花が上品な青紫色をしているので好まれ、戦前に導入されたものが今も楠え

継がれています。
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〈種類〉

シライトソウ

@ユリ科

@宿根草

@開花期 5~6 月

シライトソウは本州(秋開県以南)~九州、!ß月鮮南部に分布しますが、地域差が

はなはだしく、北陸のものは大柄で根生葉の長さ 12~20cm、花茎の高さ 30~70cm 、

花被片は長さ 12~15mmで、す。崖久島のチャボシライトソウ(楼鶏白糸草)は板小型

で根生葉の長さ 2~ 6 cm、花茎の高さ 12~20cm、花被片は 9 ~12mmで、す O 関東地

方にはアズマシライトソウ(吾妻白糸草)、岐阜県にはミノシライトソウ(美濃白

糸草)、静岡~愛知の県境にはミカワシライトソウ(三河台糸草)、佐賀県にはク

ロカミシライトソウ(黒髪白糸草)といった変種があり、草姿が微妙に異なります。

北陸産の大型種は茶花に用いるために地植え、屋久島産は小鉢によるミニ仕立て

という具合に観賞上の都合で使い分けをします。

〈栽培〉

地被えとする場合は腐熟堆肥を10kg/m2;j'iすき込んで、幅60cmの平畦とし、縦横

ともに20cmの間縞に植え付けます。疎植にすると分株するばかりで花が付かない

ので、葉がふれ合う程の筏楠とします。鉢植えの用土は赤玉士、ひゅうが土、硬

質鹿沼土の混合したものでよく、根I:f:l葉の佳の倍の関口の鉢に植え込みます。産

地により株の大きさが違うので株の大きさを見て鉢サイズを決めます。水が好き

なので乾燥させないようにこまめに海水します。特に地植えの株、鉢植えの株で

は小鉢や浅鉢のものの水切れに注意します。施肥はマグアンプKの大粒を月 1閤

3粒/株程ずつ与えます。

〈近縁種〉

ショウジョウパカマ(狸々袴)も線生菓ーを付けてよく似ていますが、花は濃紫紅

一淡紅一白色で 4~5 月咲きです。同様に地域差が大きく、北陸産は大裂、太平

洋側のものは中型、南関東一四国に点々と分布するシロパナショウジョウパカマ

(自花狸々袴)、九州のツクシショウジョウパカマ(筑紫狸々袴)は小型です。栽培

方法はシライトソウに準じます。
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〈性質〉

カライトソウ

@パラ科

@宿根草

@開花期 6~1O月

本州中部の日本海側の高山一斑高山の高茎草原に特産し、特に白山、大日岳、

白馬誌に多く自生する多雪地特有の植物です。変種のコウライカライトソウ(高
チャンベクサ〆 ベクトーサン

麗j書:糸主主)が朝鮮の長白山、白頭山などに分布して対応しています。吹き溜り、

雪崩道などの混った高菜草原に生え、水切れと停滞7](は大敵で常に新しい水を欲

しがります。根茎は太く、長さ30-60cmの葉を根生し、高さ40-80cmの茎を立て、

長さ 4-10cmの淡紅色の花穂、を付けます。背中国から輸入していた絹糸の房に花

穂の美しさをなぞらえて唐糸草の名があります。

〈栽培〉

池植えは造成用の赤土か田知jの黒土がよく酸性のままとして石灰施用は禁物で

す。 10kg/ m'の腐熟堆肥をすき込んで植え床を作り、縦横ともに30cmの間隔に植

え付けます。鉢植えの用土は赤玉土、硬質鹿沼土を混合したものとし、ノj、富なら

5号鉢、中部なら 7号鉢、大株ならば尺鉢を用います。根株の太さが 5mmで、長さ

10cm以上あれば開花株ですが、大株である程花数が多いので小割りにしない方が

無難です。肥料を好みますので春秋に各々 10日/株の油粕と骨粉をねり合わせた

ものを与えます。梅雨頃に葉の表面が白くなって株を弱らせるウドンコ病が発生

するので、モレスタン水和斉IJを散布して防除します。

〈近縁種〉

ワレモコウ(吾亦紅、吾木香)の花穂は長さ 1-2.5cmで暗紅色ですが、枝分か

れして多数{寸けます。ナガボノシロワレモコウ(長穂乃白吾亦紅)の花穂は長さ 2

-7 cmで、名の通りの色の花を付けます。この1rl1開は草丈があるので切花に適し、

逸話に因んだ茶花、形を活かす現代挿花などに好まれます。
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〈性質〉

サギソウ

@ラン科

@宿根草(球根植物)

@開花期 7~8 月

前年の走出校の先に楕円形の球茎を付ける球根植物で、日本(本州~九州)、台

湾、朝鮮、中国、東シベリアの低地の湿原に分布します。各国ともに低湿地を開

拓して農地を開発しているため、自生地はどんどん少なくなってきています。

丈は15~40cm 、 3 ~ 5枚の葉があって、 1~ 51閣の白色で径 3cm程の白鷺が羽根

を拡げた形の美しい花を咲かせます。

〈栽培〉

湿原の植物で日当たりを好みますが、高温を嫌うため風通しをよくします。水

分を好むが、水やりは早朝とし昼の高温時にはやらず、腰水は禁物です。乾くよ

うなら日没後涼しくなってから水を補います。鉢栽培とし、地植えはしません O

用土は水苔単潟、または硬貿鹿市土の米粒大にピートモスを混合したものとし、

3号鉢なら 3球、 5号鉢なら 10球を植え付けます。肥料はハイポネックスの

1，000倍液を週 1回潅水代りに与えます。植えかえは 2~ 3月に行い、葉腐病予

防のためにベンレート T の白濁液 (200~500倍液)に30分間浸i責して消毒します。

〈向様の審理をするもの〉

トキソウ(朱鴬主主)は横走する地下茎により増殖し、淡紫紅色(朱鴬色)の花を付

けます。サワラン(沢繭)はアサヒラン(旭菌)とも言い、緑色の偽球(パルフ7によ

り越冬し、鮮紫紅色の花を付けます。タイリントキソウ(大輪朱513草)はタイワン

トキソウ(台湾朱鷺草)とも言い、紫褐色~紫色の偽球により越冬しますが、 5.C

以上に保温する必要があります。ハクサンチドリ(白山千鳥)は紡銭形の球茎(球

根)で越冬し、紅紫色の小花を穂状に付け美しいもので、プラスチック製の 4~子

深鉢に植え付けると調子よく出来ます。湿地性のランは水を好むため、乾き易い
ワわぐすり

素焼き鉢は不向きで、水分がこもりぎみとなるプラスチック鉢とか軌薬のかかっ

た鉢の方が栽培が楽です。
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〈性質〉

オミナエシ

@アワツブパナ

@オミナエシ手ヰ

@宿根草

@開花期 7 ~10月

日本、朝鮮、中国、シベリア東部の日当たりのよい草地に生える「秋の七草」

の一つです。茎はi高さ60-100crn、多数の黄色の小花を平らな集散花序に付け、

これを粟飯(あわめし)長pち女飯(おんなめし)に例えてオミナエシの名が出たと言

われています。地下茎が横走して新株を作り、今年花を付けた芽は枯れてしまい

ます。新株の栄養葉は全縁ですが、開花芽の葉は羽状に深裂します。

〈栽培〉

草姿が大きいので地植えに適します。耕地整理をする前は間半草として生えてい

た所もある程で湿地でも育ちますが、溜り水は苦手なので転換田に作付けする場

合はi幅60crn、高さ30crnの畦を作り、株間20crnの2条植えとします。鉢植えの用土

は、赤王土、鹿沼土など手近かにあるものでかまいません。鉢の大きさは 4号鉢

なら l株、 6号鉢なら 3株を植込みます。肥料は春の芽出しH寺、 7月の梅雨明け、

第 l閤採花後に各々 109 /株の油粕と骨粉をねり合わせたものを与えます。植え

かえは 2年毎(1年おき)に行ない、こまめに株分けをして嫌地や株絶えをさせな

いようにします。花を長く咲き続けさせるため、咲き揃った校を次々に切り取っ

て切花などに用い、稜を成らさないように気をつけます。

〈近縁種〉

ハクサンオミナエシ(白山女郎花)はコキンレイカ(小金鈴花)とも青い、本州(北

陸一東北地方)の山地岩場などの向弱地に生えます。花は 6-8月咲き、 1番花

を刈り取った後の 2番花は 9月咲きです。菜は高さ20-60crn、根切りをして浅鉢

に植えるか石付けにした場合は10crn前後の高さで咲かせることができる鉢植え向

きの種類です。

オトコエシ(野郎花)はアジアの山野開墾地に広く分布します。花は白色で、草

姿はオミナエシと同じです。白米の男飯(おとこめし)が名の由来です。
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〈性質〉

間 サラシナショウ王]
@キンポウゲ科

⑧宿根菜

@開花期 8 ~lO月

若芽はゆでて水で、晒して食べる山菜、線茎は発汗、解熱、解毒剤jとなる漢方薬

です。東アジアの冷j晶帯~亜寒帯の主主原~練林に広く分布し、富山県下では八尾

町以東のLlJ 問の林道沿いなどに多く見かけます。茎は高さ 40~200cm、葉は 3 回

3出複葉(3 校27葉)、花は白色で、20~80cmの穂状花序をなしブラシ状です。花の

少ない時期に咲き出すため、一番花は茶花の最高級品となり、鶴首などに一種活

けにします。また形が好まれて現代的花にも用いられます。

〈栽培〉

寒冷地の植物なので夏涼しい場所で育てます。地植えの場合は、土i土BI食の風通

しのよい場所を選ぴ、腐熟堆肥20kg/討をすき込んで、土をフカフカにし、 l幅60cm、

高さ30cmの畦を作り、 30cm間隔に 1列植えをします。鉢植えの用土は、赤玉土、

硬質鹿沼土、ひゅうが土の小史粒ー米粒大を混合したものとし、尺鉢(10号鉢)に

1株植えとします。杷料は 5月、 9月の 2回、油粕と骨粉をねり合わせたものを

10 9ずつの塊として 1株に付き 5~ 71関与えます。夏の暑い時に菜枯れし、株元

がムレてくると株ごと腐ってしまいます。夜にj京風があれば病気も出ずに簡単に

育てることができますので、環境を第一に考えます。採花をこまめに行ない種を

付けさせないことが、花数を多くし、花期を長引かせるコツです。

〈近縁種〉

イヌショウマ(犬升麻)は薬用にも食用にもならぬために{すいた名ですが、鉢植

えに好ましい種類です。本州、|の特産で、主に関東一近畿の太平洋側の暖j晶子育の樹

林下に分布します。茎は高さ 60~90cm (鉢植えで、20~40cm) 、葉は 1 回 3 出複葉( 3 

小葉のみ)、花は白色でサラシナショウマを小型にした姿です。鉢植えとするため、

赤王土、硬質鹿招土、ひゅうが土の混合用土で、 5号鉢に 1株植え、肥料は 1株

に付き 1~ 2個の塊と小量におさえておきます。

91 



〈種 類〉

ダイモンジソウ

@ユキノシタ手ヰ

@宿根主主

⑧開花期 7~11 月(品種により異なる)

ダイモンジソウの名は「大J の字形の白い小花を付けることに由来し、東アジ

アの温帯域(日本、朝鮮、中国、ソ連沿海州、樺太)の海岸~高山の混った岩上に

広く分布して、変異の幅が非常に大きい植物です。富山県下に自生しているもの

はナメラダイモンジソウ(滑大文字草)の特別大柄なタイプで、業に光沢があり、

9~1O月咲き、花茎が長いので茶花に適します。カエデダイモンジソウ(楓大文

字幕)は葉の切れ込みが深いタイプで、 9~10月咲きです。イズノシマダイモン

ジソウ(伊豆乃島大文字草)は葉の毛が多く、 10~12月 l咲き、房総半島南端部と伊

豆諸島に分布します。ナチヒメダイモンジソウ(那智姫大文字幕)は紀伊半島南部

に分布する小型のタイプで、葉は 3~5 裂状となって10~ 1l月咲き、:草丈が低く

て葉aが密生するので浅鉢に植えて設栽の添えなどに用いられます。ヤクシマダイ

モンジソウ(屋久島大文字率)は屋久島産の媛性種で、葉は 5 裂状で10~ 1l月咲き、

花が葉によヒベて大きく鉢植えに好まれます。ウラベニダイモンジソウ(裏紅大文

字草)は石灰岩地帯に分布する葉裏が紅色となるタイプで、 9~10月咲き、葉色

がよいので好まれます。ミヤマダイモンジソウ(深山大文字草)は高山型で、 7~

9月咲き、夏に暑がりますが早咲きなので好まれます。他にも変異品種をあげれ

ばキリがないほど多数あります。

〈栽培〉

j毘った岩地に生えるため、水を好み乾燥は大敵ですが、停滞水も嫌います。夏

に暑がるので臼陰にして涼しくします。鉢植えとし、赤王土とひゅうが土の米粒

大を等景混同した用土を用い、業張りの 2倍程の開口の浅鉢に椴え込みます。肥

料はハイポネックスの2，000倍液を週 1回潅水代わりに与えるだけです。長梅雨
そうかびょう

の場合、療痴病が発生しますのでダイファーとダコニールを合わせて各々 1，000

倍となるようにした液で間除します。
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〈穏類〉

イカリソウ

@サンシキュウヨウソウ

⑧メギ科

@宿根草

⑧開花期 4~5 月

東アジア -Tおヨーロッパ、北アフリカに約20種が分布し、日本にはイカリソウ、

トキワイカリソウ、キパナイカリソウ、パイカイカリソウ、オオパイカイカリソ

ウの 5種が自生します。地域変異が大きく、自然交雑積ができ易いため自生種を

集めても楽しめます。また、近年出廻るようになった改良種は花色、花形ともに

バラエティーに富んだものとなっています。

〈性質〉

落葉!玄葉樹の林床~林縁に生える多年草で、横走する根茎で宿根します。根茎

は緬く硬く、多数の根が生えます。狼茎の先端部に葉を付け、地上茎はありませ

ん。葉には細く硬い葉柄があって、イカリソウ類では 1-3闇に 3出して 3、 9、

27枚の小葉を付け、パイカイカリソウ類では 1-2回に 2出して 2、4枚の小葉

を付けます。別名の三枝九葉幕はこの最小ミ葉柄が分校する姿によるものです。

〈栽培〉

林下の植物なので半日陰の水はけのよい適湿の地を好みますが、水やりをしっ

かり行なえば尽なたでも十分に育ちます。繁殖は株分けにより、 3月初め-4Jl

上旬、 9月中旬-11月末の春秋に行ないます。 1芽ずつ分けて2.5号鉢に植える

小作りをしても花は見ることができますが、花を沢山咲かせるには20芽程をーか

たまりとして 5-7号平鉢に植え込むのがよいでしょう。鉢構え用土は赤王土、

硬質鹿沼土、桐生砂などの米粒~小豆粒大を用います。庭植えの場合は腐葉土を

10 e / m'程すき込んで平時を作り、 5-7茅に割った株を30cm間隔に植え付けます。

イカリソウは酸性土撲を好みますので石灰施用は禁物です。肥料は 5月の花後と

9月の 2回、油粕と骨粉をねり合わせたかたまりを 1株に付き 109ずつ与えます。

なお、植えかえの間隔は鉢植えで 2-3年に 1度、庭構えで 4-5年に 1度とし、

株を作り込むと花がよく fすきます。
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〈性 質〉

フクジュソウ

⑧ガンジツソウ

⑧キンポウゲ手ヰ

@荷根草

@開花期 1~4 月

東シベリア、中国東北部、朝鮮、日本に分布しますが、北方の植物であるため

に南になる程白生量は少なくなり、石灰岩地帯に限定的に生育するだけとなりま

す。花期jは自然状態で 3-4月、溺!雪直後から開花を始め、葉の展開とともに伸

び上がりながら開花を続けます。花は晴天の日中にのみ全開し、夜間や悪天候fl寺

は閉じたままです。地上部は 5月末に枯れますが、根株は 9-10月に花芳三分化を

して春に備えます。
っちむろ

江戸時代の中頃に土室に入れて促成する方法が開発され、正月に花を咲かすこ
むろめ

とができるようになりました。この促成した芽を室芽と設い、芽の皮は黄緑色で

す。これに対して促成していない掘り取っただけの芽を生芽と言い、芽の皮は白

色で、加温しでも 2月にならないと花が咲きません。室芽は促成した手間の分だ

け値段が高く、生芽の 2-3倍にもなります。

〈栽 培〉

滞葉樹の疎林に生える椋物なので、冬は 8当りがよく、 5月の新緑の頃から半

日除になるようにします。捕えかえは11-12月、掘り取った株は 3-5芽ずっと

なるようにドライパーなどでこじって分けます。株分けの際に根を切りつめると

株が弱りますので、根は切らないように気を付けます。鉢植え用土は赤王土の車!日

粒 7に腐葉土をフルイでこすって砕いたもの 3を混合したものとし、 3芽の株な

ら5号鉢、 5芽の株なら 6号鉢、 7芽の株なら 7号鉢と大きめの鉢にゆとりをも

って植え込みますと 2-3年はそのままで楽しめます。肥料は開花期間中にマグ

アンプKの大粒を鉢 1号に付き 1似の割合で与えます。

〈同じ普理をする近縁種〉

ミスミソウ(三角草)は一般名をユキワリソウ(雪割草)と呼ばれフクジュソウと

悶じ正月の縁起物です。ほかにセツブンソウ(節分草)やオウレン(黄蓮)、ニリン

ソウ(二輪草)などがあります。
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〈性質〉

サクラソウ

@ニホンサクラソウ

@サクラソウ科

@宿根草

@開花期 4月

日本、朝鮮、中国東北部に分布します。日本では中部以南は高原地帯、関東以

北では王子地の原野に生えます。 湿った土地を好み、夏にはヨシ、ナットウダイな

どの雑草に埋もれます。花は淡紅色の桜形をして「我国は主主も桜を咲きにけり

一茶」とも雷われ、江戸時代より荒川治j辺のものが栽培されてきました。葉は柔

らかく焼け込み易く、 5月中に地上部が枯れてしまうことがありますが、根は丈

夫で生き残っていますので水切れさせないように管理します。

〈栽培〉

春先は日光を好みますので十分に!湯に当てます。花後はできるだけ業を長持ち

させるように半日陰にとり込みます。業のある間はハイポネックス1，000倍液を

週 l岡与えて肥培に努めます。鉢植用土は赤玉土、硬質鹿沼土、腐葉土の粒径 3mm 

程のものを等量ずつ混合し、 5号鉢に 3芽ずつ巴状に芽先を向け合わないように

配置して植え込みます。株分けのほか実生も繁殖や育種改良のために行なわれま

す。 5月中匂-6月上旬に採種し、できるだけ新鮮な状態で種子を播きます。種

子を乾燥保存すると休眠が深くなって発芽が揃わなくなってしまいます。 播種用

土は水苔をフルイにこすり付けて粉にしたものを平鉢に 3cm程入れるか、ピート

板を用いるかします。本葉 3-5枚の時に鉢上げをし、順次鉢替えをしていきま

すと 2年目に花を見ることができます。

〈近縁種〉

サクラソウ属植物は北半球の温帯~寒帯に広く分布し、約600種があります。

日本産のものではシコクカッコウソウ(閤酪郭公草)、クリンソウ(九輪車)、コイ

ワサクラ(小岩桜)、ユキワリコザクラ(雪割小桜)、オオサクラソウ(大桜卒)など

が栽培されています。ほかにも、中国一ヒマラヤ産、ヨーロッパアルプスーコー

カサス震の野生サクラソウも沢山出廻っていて、春先に閣芸!古の山野主主コーナー

をのぞ、くと種類の多さに驚かされます。
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『ミ レス
@スモトリパナ

@スミレ科

@宿根草

@開花期 4~5 月

〈種類〉

全胆:界の温帯気候下に500稜以上あり、日本には59種自生し、約 3種が帰化し

ています。富山県内には25種あり、オオタチツボスミレ、タチツボスミレ、ツボ

スミレ(ニョイスミレ)、スミレ(狭義の)、アリアケスミレ、マキノスミレ、フモ

トスミレ、ミヤマスミレ、オオパキスミレ、スミレサイシンなどの自生量が多い

ようです。スミレ類は地域変異、生態変異が大きい上に、自然交雑種ができやす

い特徴を持っています。スミレ類の改良といえばヨーロッパ産の原種を用いたパ

ンジーが代表的ですが、アメリカ合衆国では北アメリカ産の原種を、日本では日

本産の!原種を用いて改良が進み、多種多様な品種が作られつつあります。現在の

ところ山野草と園芸植物の中間に位置していると言えるようです。

〈栽培〉

弱酸性の土擦を好むので、用土は赤玉士、硬質鹿沼土、桐生砂など酸性のもの

をベースにします。林下に生えるものには腐葉土を、特殊地帯に分布するものに

は各々に応、じて蛇紋岩、石灰岩、富士砂、エゾ砂などを配合します。嫌地が起き

易い短命な宿根草なので、実生(種まき)、株分け、葉挿し、根伏せなどで繁殖し、

株の維持に努めます。肥料はマグアンプKの大粒を用い、鉢 1号に付き l個を月

1回ずつ施用します。病害虫は多く、泰の芽出し時にナメクジ、ヨトウムシ、ア
そうかびょう ねこぶ

ブラムシ、 5-7月には癒痴病、秋には根癌線虫の被害が出ます。ナメクジは

捕殺(消お灰を入れた容器に捕えて入れるだけでよい)、ヨトウムシ、アブラムシ

にはダイシストン、オルトランの粒斉IJを、宿痴病にはダイファーとダコニールの

水和剤を混合したものを、根癒線虫にはパイデート粒剤を、各々定期的に施用し

て防除します。いくら防除をしても嫌地を起こして古株は枯れてしまいますので、

植えかえと苗の更新をこまめに行います。
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鉢花や観葉植物は、花、菅、茎、葉などの形や色彩の美しさを鑑賞するもので

す。鉢植えにすることでより美しく、より長い期間楽しめるもので、洋らん類、

1・2年革、宿根草、球根類、観葉植物、花木等非常に多くの種類があります。

1.鉢植えに向く草花。

(1) 草花が震性で整っており、花が大輪か、小輪多花性で美しいもの。

(2) 花もちが良いものや、開花期間が長期間にわたり長く鑑賞できるもの。

2.鉢花を長もちさせるこつ。

(1) 購入する際の選び方

・健全な下葉がついているもの。・節問や葉柄が短く葉色の濃いもの。

・花や蓄が多く、花色の鮮明なもの。・病気や虫害のないもの。

(2) 開花期間中の手入れ

・かん水を十分行います。花に水滴がつくといたみが早まることが多い0

・Bあたりや通気に心がけ、室内に長く置かない。

・花がら摘みを行う。

・花期の長いものは、薄い液肥や少量の化成肥料を施す。

(3) 開花後の手入れ

・宿根性や半低木性で花の咲く位置が高くなるものは、切りつめる 0

・木本性のものは花後に、直ぐ植え替える。

・球根類は緑葉を大切に管理し、黄変すればかん水を控え目にして、枯死した

ら掘りとり乾燥する。

・1年草は種子ができ次第に枯れるので、株をぬきとる O

3.夏、冬管理のポイント

(1) 夏の管理

・熱帯、亜熱帝原産のものは、水やりと施肥を十分に行い、直射日光を好むも

のは屋外で育てます。葉焼けをおこしやすいものはしゃ光します。

• i昆帯原産のものは、衰弱するので、風通しが良く涼しく明るい日陰におきま

す。また施肥は行いません。

・害虫、病気の発生に技意して、早めに防除します。

(2) 冬の管理

・寒さに弱い種類は、保温します。家庭では最低 6~ 7.Cに保ちます。 18の

温度差を 10~15.C以内にします。ガラス越しの日光にあてます。

・かん水は鉢土の表面が乾いた時に行い、やりすぎは根腐れを起こすので禁物
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です O

4.上手なかん水

・3本土全体にゆきわたらせます。

・回数は季節や育ち方により加減します。 時刻はl援候JtJJは午前1011寺頃までに栄

候JUJは正午頃に千打、ます0

・1回のは鉢底から水が流れでるまでたっぷり与えます0

・水は清潔なものを用い、水温は常温であれば良い。

. ;{とには水をかけないように注意します。

5. ~主長調節剤の使い方

栽.t;1f目的にかなった方向へ育てる祁iItIJ的な手段として、最近さかんに利用さ

れています。

・休11民の打破……ジヘレリン500-1， OOOppm :球根類、つつじ類、ミヤコワス

レ

・発*1*の促進……インドールjHj制度(IBA)、ナフタレン隙椴(NAA)、ナフタレン

アセチルアミド (NAd)5 -100ppmo 

・生長の促進……ジベレリン50-100ppm :キク、ミヤコワスレ

・3ミ:長のよJIJi!lIJ...…B-9、0.2-1.0%、アンシミドール 1-2 %、 CCCO.1-0.5% 

:ポットマム、ハイビスカス、シコンノボタン

・花子分化促進……B-9、ccc:アザレア、ブーゲンピレア

・摘心tiお宮……アトリナール:アザレア

・開花促進……カーバイト:アナナス、パイナップル

生長を抑制するわい化斉IJの使用について表 4を参照して下さい。

6.用土の三原則
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・鉢物用土は、保水性、通気性、保肥力をもつよう配合します。

. {f本花の種'tJ1によって、三原則を加減します。 通気性を好む種類は、土の中に

空気をI隠すよう配慮します。

・土の粒子ーが細かいほとマ保水性、保JJ巴性に寓みますが通気性は之しくなり粒子

が荒いほど逆になります。

凶 1を参照して下さい



7.鉢物用土の種類とおもな特徴

種 ~f! 五 な ヰ4- 徴 と 用 沼‘ノs

持t 玉 土 火rlJJ災土の下層の赤褐色の粘土で弱酸性である O

有機質、病原菌を含まないので、さし*周土ゃ鉢花のJt本用土

として使用できる。

m 土 水聞のjこで

力保JJ~力に笥み鉢花用土としてはi反応であるが、地域によって
は砂の多いところもある。しかし、田土だけで使用することは

少ない。

)/1 砂 山のi手告の性質によって粒形や大小に羨がある。月J土として使

用するには円粒よりも角の多い枝子(jllの上流がよい)で細かい

ものより大粒(直径 Z-3 mm)のものがよい。祭気を保つ力はあ

るが乾燥しやすい。

さし木用、鉢花用土として欠くことのできないものである。

鹿 ;日 jニ 栃木県の鹿沼地方から産11¥される賞褐色、多孔質の土である O

保水、通気性共に富み、さし*用土として、あるいはさっき用

土や鉢花に欠くことのできないものである。

ピートモス 桜寒地の湿地て、植物(おもに根)がたい桜したもので、門主'1壬が強

い。一般にピートとよばれ保水性に富む。細かい種子のf吾被用

ニ!ことして、あるいは鉢花畑土の配合材料として用いられる O

!民i 業 土 開業樹の落葉を積んで、腐らせたものが紋上ですが、絞近は粗悪

なものが多い。適当に保水性、通気性があり、肥料としての効

来もある。

草花の用土として、特に大輪菊の栽暗に欠くことのできない用

ニiニである O

ヌド 主Z斗= 山の谷にはえる主主の一種で保水性がおくまた通気性も大である。

洋ラン、観葉植物に欠くことカfできなしミ。

パーミキュライト ひる石を700-900.Cで焼成加工したもので、茶褐色で金属性の

光沢がある。Jl診軟で、保水、通気管Eがあり全く無菌なので、さ

し水用二仁や鉢花に適する O

ノt ライ ト 真珠告を900-1Z00.Cで焼成加工したもので多孔質である。 tltl
包材料としても使用される。保水、通気'/"'1:に寓みパーミキュラ

イトにj¥1fずる O

石川ライト 石川県金沢市牧師に産する軽石の一種で粒子が荒く、多孔質で

ある。保恕気力に寓み、好気性の洋ラン類に絞適である。

そ の 他 くん災(もみがらをむし焼きにしたもの)、パーク(樹皮を粉砕

したもの)オスマンダ(熱帯性シダ類の根)山ごけ、人工水苔(ポ

リエステル繊維加工)などがある。
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8.鉢の種類と用土

.おもな鉢の形には下記の図のようなものがあります。

号胃古川 g邑弓
並11ち 獲高ばち おもと lまち 東洋らん(まち 半ばち つりばち 香炉ばち

-材質は土鉢(素焼鉢、捻り鉢、飾り鉢)とプラスチ y ク鉢があります。

1) 素焼きばちとプラスチックの長所と短所の比較

種類 長 jすJ rifr 

焼素
-通気性がよく根の発育によい。 -重く扱いにくい。

-氷もよく蒸発するので、過iliにな -乾きやすい。

き りにくい。 -表面にそう類がつきやすい。
lま -夏l土、はちニヒの温度があがりにく -こわれやすい。
ち し、。

フ。 -乾きにくく水やり労'カカf少ない。 -やや過ìÆ~ になりやすい。

ブ -軽くて扱いやすく、こわれにくい。 -夏は、はちこ!この温度があがりやす
ス
チ -表面にそう類がつかず、汚れもか し、 O

ソ んたんにとれる O -草たけがのび、重心がうえになる

lちクま -冬ははち土のj鼠皮が高い。 ものはたおれやすい。

-比!践的安価である。

2) 鉢の号数と内筏および容積

規格4j-数 内 f宝 容 核 規格号数 内 {ま 平手 杭[

2.5けばち 7.0cm 約 180me 4.5号ばち 12.5cm 約 1，100me

3 イシ 8.5ク ク 280ク 5 イシ 14.0// ク 1，500ク

3.5 イシ 9.5// ク 420
'" 

6 イシ 17.0// イシ 2，400ク

4 イシ 10.5ク ク 700ク 7 ク 20.0 
'" 

。3
司
000//

」一一

3) おもな鉢物の用土配合例

種 まR 赤回 三友土土 腐葉土 ピートモス )11 砂 fl'iみIl巴

シクラメン 4 2 l 1 l 

プリムラ類 4 2 

ポインセチア 4 1 2 

ゼラニウム 4 2 

ベコニア類 4 l l l 
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表 1 鉢花の種類による肥料の婆求霊

佳 日目 干重 類

肥料の要求量の少 アジアンタム・アザ、レア・アンスリウム・フリージア・カ

ないもの トレア・デ「ンドロピウム・フ。リムラニオフ。コニカ・グラジ

オラス・ツノてキなど

肥料の要求量の中 エクメア・ガーベラ・アフェランドラ・アネモネ・シクラ

位のもの メン・グロキシニア・ノfラなど

肥料の姿求fifの多 ポインセチア・ハイドランジア・セントポーリア・カ

いもの ネーション・キク・ラナンキュラスなど

表2 鉢花に適するおもな種類

f本 イじ 名

l 年王立 アゲラタム、アサガオ、 トルコギキョウ、ニチニチソウ、

ペチュニア、カルセオラリア、シネラリア、インパチェン

ス、パンジー、ワスレナグサ、ハボタン

街根:1fI ポットマム、ゼラニューム、ペラルゴニューム、ベゴニア

センノfフローレンス、エラチオ ルベゴニア、ガーベラ、

スズラン、セントポーリア、クンシラン、ストレプトカー

パス、プリムラ類

主k 主長 グロキシニア、シクラメン、ロードヒポキンス、カラジュー

ム、アンスリューム、チューリップ、ラナンキュラス、ア

ネモネ、ヒアシンス、アマリリス、カラー

イi二 木 アザレア、ハイドランジア、ポインセチア、ハイビスカス、

ブーゲンピレア、ゲンペイカズラ、サンタンカ、アフエラ

ンドラ、デプラテニア、のぼたん、ランタナ

多肉植物 カランコエ、シャコパサボテン、イジヤクサボテン、ロケ

サボテン ヤ、ハナキリン

i羊 ブ ン カトレア、デンドロピューム、シンビジューム、フアレノ

プミス、オンシジューム、パフィオペイルム、シルトニア、

パンダ

表 3 B光が少くて良い鉢花

-半日くらい日光が必要な鉢 -反射光くらいでよい鉢花

花

カルセオラリア、球根ベゴニ セントポーリア、フアレノプ

ア、クンシラン、リーガース シス

ベゴニア
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表 4 生長講節剤による抑制処理

植物名

アサガオ

8 

アザ レア

カランコエ

キ キョ ウ

希釈 E干に 適期、処理方法

200-300 I摘芯10日後。さらに158後。菜葉に散
;{ji 

200 摘芯40臼後。菜楽に散布

200-300 I 摘芯20日後。茎楽に散布

200-300 I 摘芯10日後。さらに20日後。茎葉に散

布

200-300 I摘芯 58後。さらに208後。菜葉に散

布

200-300 I摘芯10日後。茎葉に数布

200-300 I草丈 5cmのころ。菜楽に散布

200-300 I 草丈15cmのころ。さらに15日後。茎葉

に散布

200-300 I 摘芯20日後。さらに春芽が伸びたころ。

菜葉に散布

200-300 I 摘芯 2-3週間後。茶葉に散布

300-500 I 発~'.30-408 後。さらにつぼみが見え

たころ O 菜葉に散布

50-100 I 摘芯20日後。鉢土に潅校

100 側校の長さ約 5-10cmのころ。鉢土に

iiilii. 
100 織芯20日後。鉢土に潅注

100 摘芯7日後。鉢土に潅注

100 摘芯30日後。鉢土に潅1j:
100 摘芯 2-3週間後。鉢土にi雀注
100 発芽し始めたころ。鉢土に潅注

150 摘芯208後。 鉢土に潅注
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キ ク

9 コリウス

ストック

ダリア処

理ゆ
ノ、イドランジア

ポインセチア

ラナンキュラス

ス

リ

!

ト

キンギ、ヨソウ

クレロデンドロン

ン
処
理

ゼラニューム

ブーパルジア

ホクシア

ポインセチア

ユリ

リーガース・ベゴこニア

i主11.鉢花用土の三原則

保 BE '1生
(肥料を保つカ)



シンビジウム
@ラン科

@非耐寒性常緑多年草

@開花期 種により異なり周年

〈性質〉

洋ランのなかで、 i詰も家庭に普及しているランです。日本趣味に合った美しさ

と、洋ランの持つ豪華さとを兼ね備え、花と葉のバランスもよく、鉢物としてl!?i

答用に最もよく班われています。栽培は容易で、低温に強く、 i1ft¥.京がなくても栽

培できます。

〈購入上の注意〉

シンビジュウムは一つの花茎につぼみが20倒前後ついていて、下からヒにrfiJっ

て咲いて行くもので、これが 6-7分咲きのころに購入すると長く楽しめます。

この時注意することは、業にハダニやスリップスのあとがなく、カイガラムシな

と。がついていないかどうかを確めることです。

〈管理〉

開花株はできるだけ暖かい室内に置きますが、暖房器の近くには置かないこと。

室内が乾燥したときは霧水を与えますが、花にはかけないようにします。

花は 2ヶ月以上楽しめますが、鉢で 1ヶ月観賞したら株が弱らないように切り

11Yって、あとは切り花として観賞するようにします。

・温度……花を咲かせるには12'C以上を必要としますが、枯らさずに越冬するだ

けならば3'c程度に保ってやります。

・水………春から秋までは生長期jのためよく乾くので、毎日 l関与えますが、特

に夏は夜間を涼しくするために、出1mの地而にもTfx7kします。
・肥料……1[11紅!と骨粉を等量に混ぜた置き肥を 5月上旬、 6月上旬、 7月上旬の

3間与えます。このほか液肥を 4月下旬-9月一1--旬まで月 3問与えます。冬は

与えませんO

・植え替え……鉢からバルブが外にはみ出るようになれば植え替えをします。鉢

いっぱいに生育した株は鉢から抜いて、ひとまわり大きな鉢に植え詳えます。

株分けをする場合には少なくとも 3バルブ以上を恭準に値えます。

シンピジュウムの新芽は lバルブから 1芽を原則とします。
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カトレア

@ラン科

@非耐寒性常緑多年草

⑧開花期 種により異なり鴎年

〈性質〉

カトレアは洋ランの代表として、最もよく知られており、その花の豪華さと

しさから花の女王と呼ばれています。現在栽培されているカトレアはレリア、ソ

フロニテイス、プラサボラなど、類似の属との間で作られた属間交配種が多く、

おびただしい数の品種が作り出されています。

〈購入上の注意〉

一年中鉢花として出田るようになってきたが、量として多いのは秋から冬の問

です。加温室があり 10
0

C以上保てるなら、花の咲いている時期に花の良否やウイ

ルスの程度などを判定して購入できますが、保温できない場合は春から夏に購入

します。

〈管理〉

開花株を購入したら、なるべく媛かい室内に置きますが、暖房器具のそばとか、

温風の当たる場所は、湿度不足で花が早くいたむので避けます。弱光線を好む性

震なので、常時窓辺に置く必要はありませんが、 2Bに1度くらいはガラス越し

の光(レースのカーテン越しの)に当ててやります。

5月中旬から 9月下旬までは戸外で管理すると生育がよく、 50パーセント程度

のしゃ光をし、風通しのよい場所に吊して夏を涼しく過ごさせます。

• i鼠度……越冬するだけなら10
0

C、開花させるなら150Cは必要です。

・水...・H ・..植え込み材料(コンポスト)の表面が乾ききったときに鉢の底から水が

流れ出るまで、たっぷりと与えます。梅雨時はそのまま雨に当ててよく、梅悶

明けから 9月中旬頃までよく乾くので、毎日 1問必ず与えるようにします。

・肥料……施肥は生育期のみとし、ほかの時期に与えません。 油粕と骨粉を混ぜ、

た置き肥は 5月と 6月に与え、ハイポネックス等の液肥は10Bに1自くらいの

割合で与えます。

・横え替え……株が鉢いっぱいになった時や、植え込み材料の水ゴケが腐ったと

きには槌え替えますが、およそ 2-3年に 1聞の割で行ないます。

104 



同 デンドロビウム=-
@ラン科

@非耐寒性常緑多年草

@開花期種により異なり閏年

〈性質〉

原産地はヒマラヤ、インドから東南アジア、オーストラリアにかけてで、日本

に自生するセツコクも悶属の植物です。

〈購入上の注意〉

ノビル系、デンファレ系(ファレノプシスタイプ)いずれも鉢物として購入する

場合は、半分くらいが未開花のものをさがすと長く観賞できます。

〈管現〉

ノビル系のギンギアナム、モニーリフォルメなどは低温で越冬できますが、デ

ンファレ系は高温に管理する必要があり、管理の方法が異なります。梅雨どきは

恨の成長を悪くするので室内で育てますが、一般的に 5月から10月までは戸外に

出して直射日光に当て、充実した株に育てます。

・温度……ノビル系は 7-10oCが最適で、、 2-3
0

Cの低温でも水やりに注意をは

らえば十分に越冬します。デンファレ系は最低 5
0

C安保てば越冬できるが、失

敗の危険は大きく、 100C以上を保つようにします。

・水………夏は生育期で、十分な水やりが必要ですが、常に湿っているのはよく

ないので、少し乾いたら十分に与えるという方法を繰り返します。 9月中旬以

降はパルプの成熟期になるので、水を結えめにして、表面が乾いてから 3-4

臼して潅水します。秋は乾きぎみにして低温に当てることが花芽をつけるこつ

です0

・肥料……他の洋ランに比べて、少なめに与えます。ノビル系は油粕と骨粉を混

和した置き肥と液肥を併用し、 8月上旬頃には打ち切って、その後花が終るま

で与えません。

・植え替え……椋え替えの時期は、開花直後が適しており、株分けを兼ねて 2年

後に行なうのがふつうです。古いコンポストを半分くらい取り去り、新しいコ

ンポストに植えます。また早くふやしたい時は、花の終った茎を切り取り、こ

れを節ごとに輪切りにして水ごけにさしておきます。
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間パフィオベディルム 関

@ラン科

@非耐寒性常緑多年草

@開花期種により間年

〈性質〉

日本人向きの渋みのある、おちついた色彩と特異な花形で、愛好家の間に人気

があります。原産地は熱帯一亜熱帯ですが、日差しの少ない湿地帯や若灰岩の岩

肌などに根を張って育成しているので、日本の夏の暑さは苦手とします。系統に

より、耐寒力には差がありますが、比較的栽培は容易な部類に入ります。

〈購入上の注意〉

根がいたんでいる株はいかによい花を咲かせていても、葉につやがなくなって

います。こうした株は花が終ると問時に株がいたみだし、田復するまで花が咲き

ません。

〈管理〉

日陰を好む植物なので、一年中屋内で育てることができます。戸外で直射日光

に当てると葉が黄色くなり、株も衰弱して花が咲かなくなります。また混気を好

むので過湿にならない程度に、一年中根に湿りを与えておきます。

• i昆度……比較的低温に強く、 5.C以上あれば冬を越すので、温室がなくても栽

培できますが、適温は10-25.Cです。斑入り菓ー系は冬期温度10.C以上を必要と

します。

・水...・H ・-・十分な空中湿度を保つことと、過湿にならぬ程度で水をたっぷり与え

ます。一年中コンポストが乾かないように注意し、鉢の表面が乾きかけたころ

にたっぷりと水を与え、鉢中の古い水や空気を入れかえます。

・肥料……肥料が多すぎると、根腐れを起こしたり、業が軟弱になって病気にか

かりやすくなります。置き肥えは 5月上旬と 6月中旬に与え、 i夜肥はハイポネ

ックス2000倍液を 5月一10Aまで、月に 2聞くらい与えます。

・植え替え……温室では花後に行ない、家庭では 4月一 5月に行ないます。水苔

で槌え替える場合は、カトレアのように硬く植え込まずに、多少軟らかめにし

ます。またその時、カイガラムシ等がついていないかどうかを確めます。
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〈性質〉

この経;には、大規のものから小型のものまで約100種に及び数多くの多肉状の

種が含まれています。 寸立にカランコエで知られているものは、葉が肉厚で乾燥

に強く、コンパクトな草姿であり、花は冬に咲き、長もちするという利点もあっ

て、古くから鉢花として人気があります。

〈購入上の注意〉

育てやすい草花ですが、よく枝分かれした菜をもっ株を選んだほうが花数も多

く楽しめます。カイガラムシなどの害虫もついていないかどうか確かめて選びま

す。

〈管理〉

春から秋までは戸外の)見通しのよい所に置きます。冬は室内で 2日に l度はガ

ラス越しの日光に当てないと株が弱ります。

戸外栽培の場合の日当りは、春と秋は西日を除いた直射日光に当てでもかまい

ませんが、変の日中だけは弱光線の下に置きます。

・温度……最低温度 5
0

Cで生育をつづけ、 15
0

C以上で花芽を分化します。 Ij川とさ

せるには 8
0

Cくらいの最低溢度で十分です。

・水………多肉植物ですから、鉢土が常にぬれていると、線路れを起こします。

特に高温多iilllの夏の開は、鉢土の表[friがかわいてもすぐ水を与えないで、 2-

3日に 1回くらいにします。

・肥料……iJLミぃ肥料をきらいますから液肥を使い、 10日に 1毘の割合で与えます。

置き肥をするのは避けたほうが安全です。

・椴え存え……同じ鉢に長く植えたままにしていると、育ちが恐くなるので、 2

年に 1聞は新しい土で植え替えます。植え替えのi盛期jは春か秋です。

〈繁殖〉

種まきは 5月頃に行な、さし木は泰の終り頃に行うと、よく発根します。
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シクラメン

@サクラソウ科

@非耐寒性多年草

@開花期 11 丹上旬~4 月上旬

〈性質 〉

シクラメンの名はギリシャ語で「円形」を意味し、花の終った花梗が、ら旋状

に巻いて輸を作ることに由来しています。

〈購入上の注意〉

第一に下葉や葉冠の一部が黄変していないもの、葉をかき分けてみて生長点部

の葉やつぼみが黒変して硬く乾いたようになっていたり、業が反転しあるいは萎

縮しているもの、業の一部が黒ずんだり、葉柄や花梗の一部が軟らかく 1鴎ってい

るもの、カどが生じているものなどは避けます。

〈管理〉

冬の聞は、室内の日当りのよい場所で十分に日光浴をさせます。夜、ストーブ

の近くに置くと、乾燥しすぎたり、暖房がきれたときの温度差が大きすぎて、株

をいためる!京国となります。

・温度……適温は、昼温180C以下、夜j且4-7 oCと涼しい気候を好みます。

・水………過湿はさけ鉢の表土が白く乾いてきたらたっぷりと与え、次からも同

様に行います。

・肥料……開花期から花が終るまでは月に 1-2回くらい薄い液肥を与えます0

・夏越し……花が終ったら、初夏の頃から夏一杯は、なるべく涼しい戸外で強い

日光に当てないようにしながら、休眠に入らないように 9月まで管理します0

・植え幸子え…… 9月に入ったら用土は田土と腐葉土を半々くらいに混ぜ、たものを

用意し、ひとまわり大きな鉢に球根を半分出して植えてやります。

〈開花促進剤の活用〉

シクラメンの花を年内に咲かせるためには、 10月上旬頃にベンジルアデニン液

剤の200-300倍液を、葉をかきわけで、小さなつぼみにスプレーで 2-3悶散布

します。この薬剤をかけることにより、小さなつぼみを早く肥大させ、自然開花

より 30臼くらい平く花を咲かせることができます。
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〈性質〉

間 グロキシニア

@イワタバコ科

@非耐寒性多年草

@開花期 4 ~10月

グロキシニアは、春から初夏にかけてきtf~やかな釣り銭状の赤、紫、白などの大

輪花を咲かせる。この植物はブラジルを中心に約30種ほとεが認められ、塊茎を有

する球根植物ですが、実生や葉ざしで簡単に栽培できるために、特殊なもの.l-:J、外

は、実生で 1年草的に栽培しています。

〈購入上の注意〉

楽に傷みがない、花菅や葉数が多くて、株がぐらつかないものを対象とし、あ

とは鉢としての美しさ、好みの色を選びます。

〈管理〉

i直射日光にはとても弱く、特に夏の強光線に当てると、業が日焼けを起したり、

高温障害で花がi咲かなくなったりします。 直接臼の当らない、明るい案内で育て

ます。

・温度……20'C前後の温度を必要とするため、一般の家庭では 5月に入ってから

購入し、育てるようにします。

・水………やや多様を好みます。鉢土がかわいてきたら、葉にかけないように注

意して、たっぷりと水を与えます。ときどき霧を吹いて、空中温度を高めます0

・肥料……薄い液JJ巴を 1ヶ月に 2回くらいの割合で与えます。休11民期(花が終っ

たあと)は、水と肥料を徐々にひかえ、鉢ごと乾燥させるようにします。芽が

動き出したら植え終えて肥料を与えます。

・植え努え…・一時期は 4~5 J]で、球根がわずかに i括れるほどの浅梢えとします。

芽が出たら良い芽を 1 つ残しでかきとり、かきとったものは、Jl I~少などにさし

ておけばふやすことができます。

〈繁殖〉

種をまく;場合は、 10月か 2~ 4月にまいて温室で育てます。葉ざしでふやす場

合は、 6. 7月に葉柄をつけて砂にさします。花後、冬越しした球棋が大きい場

合は、いくつもの芽が出ているので数個に切り分けてふやします。
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ノボタン

@ノボタン手ヰ

@常緑広葉低木

@開花期 6 ~10月

〈性質〉

熱，;ifアメリカl沼産の植物です。花色は鮮やかな紫紺色ですが、株によっては赤

みを帯びるものもあります。一つ一つの花は短命で、 1日で散りますが、何:日の

ように次々と咲き続けます。魅力的な美しさとともに育てやすい鉢物といえます。

〈購入よの注意〉

花屋さんに売っている鉢は、わい化斉IJ処理をしてあるため、あまり伸びていま

せんが、購入後、わい化剤が切れてくるとぐんぐん伸びるので、業の色のよい、

よく枝分かれした、しっかりとした株を選びます。

〈管理〉

直射日光を好むので、 4月一 9月頃までは戸外にi泣いて育てます。日照不足で

は花がi咲かないことがあります。冬は寒さに弱いので室内で育てます。校を切り

つめ、水やりを扱えて乾燥ぎみにし、日当りのよい窓辺で冬越しをさせます。こ

のとき校を強く切りつめると、翌年、花の咲くのがおくれます。

• i副主……冬の間も花を見るには、最低20
0

C以上は必要ですが、冬を越すだけな

ら3- 5
0

Cで十分です。

・水………夏は毎日たっぷり与え、冬は控えめで 5日から 1JMlI日jにl回の制で与

えます0

・肥料……肥料は少なめに与えます。特に窒素肥料が多すぎると株が徒長し、花

がつきにくくなります。

・植え終え…… 4月下旬に新しい土で植え存えます。用土は赤王土と腐:柴土を混

ぜたものでもよく、また田土でもかまいません。古い根は切りつめます。

〈繁殖〉

株分けもできますが、普通はさし木でふやします。 5-6月に、充実した校を

とってさします。用土は川砂や赤土、パーミキュライトなどを用います。
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〈性質〉

ホ。インセチア

@トウタイグサ科

@非耐寒性低木

@開花期 11 ~12月

中南米の高地!11産で、クリスマスを彩る鉢物として有名であり、 11月初旬には

もう白頭にならびます。 最近の改良種は春まで葉や花が落ちず、長く楽しむこと

ができます。

ポインセチアは短日植物で、日長が12時間半を下まわるようになると花芽分化

を始める植物ですが、在lt1'rに供される美しい部分は也で、花は]買部に小さく咲き

ます。

〈購入よの注意〉

茎が太く、花ノ邑が大きく、がっちりした株を選びます。花在の中央にSItんだ小

花が2-3個開いてきたときが購入適期です。購入するJI寺、株元が黒ずんでいた

り、花砲や葉がたれさがっているものはさけたほうがよいでしょう O

〈管理〉

耐寒性の強いものでは、居間などに置けば、冬中、十分に観賞できます。日中

は窓ぎわや縁側に置いて、できるだけ日光に当てます。夜は室内に置きますがス

トーブの近くには置かないようにします。

• iliit度……10'C程度は保ちたいが、 5'cでも耐寒性の品種は大丈夫で、す O

・水………生育期jは十分に与えるが、観賞WJは少しひかえめとし、鉢の表Hriが乾

いてきたら与えます。

・肥料……10Bに1回くらいの割合で、水やりを兼ねて、 il主)J巴を与えます。冬l立与

えないか、 1ヶ刀に l回液)J巴を与える程度にします。

〈繁殖〉

さし木で行ないます。 6月中一下旬に伸びた茎の頂部を10センチくらいに切っ

て、切り口を水につけ、白い汁液を洗ってから、 }II砂かパーミキュライトにさし

ます。

〈病害虫〉

さし木をして根が出たものを鉢に植えますが、そのJI寺、尚治であれば池ぎわか

ら枯れることがある O これはリゾクトニアによるもので、ポマゾールドやオーソ

サイドを水に溶かして鉢の中へ注いで、やります。
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〈性質〉

シャコパサボテン

@クリスマスカクタス

・サボテン科

@非耐寒性常緑多年草

@開花期 11 ~12月

ブラジル原産で長さ 4センチ、 1脂2センチくらいの茎節を連ね、その先端に花

をつける o lf!1J*誌の突起が鋭い形態のものをシャコパサボテン、メしみを帯びたもの

をカニパシャボテンといい、シャコパサボテンは比I絞的早く開花することから、

クリスマスカクタスともいわれています。

〈購入上の注意〉

次々につぼみが出てきて咲くというのではなく、今、ついているつぼみが咲き

きると花は終りなので、つぼみの多い株を選びます。

〈普理〉

5月から 9月いっぱいは戸外で宵てます。真夏の日中は平日陰の所に置き、強

光線をさけて育てます。秋になってからは、よく日に当てます。 9月下旬頃から

小さなつぼみが見え始めますが、この時、置き場所を変えたりして環境が急に変

わるとつぼみが落ちることがあります。

短日楠物で、日が短かくなると花が咲きます。室内に置いてある場合、電灯の

明るさに感じて花芽ができないことがあるので注意します。また、つぼみの小さ

い頃に常気がかわきすぎていると、つぼみが落ちてしまうことがあるので、とき

どき霧吹きで、葉にもつぼみにも十分湿りけを与えます。

・温度……花のつく前は夜温を13
0

C、つぼみが見えたら16-20
0

C、日中は20
0

C以

上に保ちます。冬は 3-5
0

Cでよく、室内の暖かい所に置けば越冬します。

.*………春から夏にかけては、:葉水も兼ねてたっぷり与えます。 8Jlは水やり

を控えて乾燥ぎみに育てると、花つきがよくなります。低温になるにしたがっ

て、水やり回数を減らし、冬の間は乾かさない程度に与えます。

・肥料……生長期の 5-7月にはirll粕に骨粉を混ぜたものか緩効性肥料を 1ヶ月

に1回置き肥として与え、また 2週間に 1由液肥も与えるようにします。

・植え替え…… 3月下旬から 4月に、ひとまわり大きい鉢に植え替えます。根は

過混をきらうので、排水のよい土に植えます。
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く性 質〉

関 セントボーリア

@イワタバコ科

@非耐寒性多年草

@開花期間年

東南アフリカに約11種の自 ~I:'. をみる、 ìk，t定性の多年草です。

〈購入上の注意〉

葉がそろっていて枚数が多く、つやのあるものを選びます。 T~~がたれていた

り、徒長的なものは避けます。鉢土がぬれているのに葉先がたれているのは、 +l~

腐れの心配があります。

〈管理〉

セントポーリアは薄日を好む本花です。~はレースのカーテン二越しくらい

の日光に当て、冬でも lli'iれている日は、レースのカーテン…重越しくらいの;WB

にします。夏に風通しの思い:l'YJiiJfに抜くと、軟1M'!!!:]が発生します。

• i自由主……18-25'Cが理想的ですが、四季のはっきりした日本の気候では、変と

冬が最も注意して栽培する必要があります。冬は室内に置いても 5'c以下にな

ると枯れるので、ワーテアンケースなどに入れて保護します。

・水...・ H ・..鉢土の水分はほどほどにし、温度を高めるとよく咲きます。棋元への

水やりは、業の先端が少したれてしおれるようになってから行ないます。冬は

i暖房により空気が乾くので、夜間 1-2回楽に:揺をかけます。水やりは、冬は

午前10時頃、夏はi:VJ早くか、夕方がよいでしょう O

・肥料……肥料はれ11粕のような窒素質の肥料はやめ、ハイポネソクス等の液肥を

月 2- 3関与えます。場合によってはマグアンプKや 1B化成等の緩効性の化

成肥料を 4号鉢で 2-3 9程度鉢土の表面にi泣いてやります。

・植え替え…… 2年以上たった株は大きくなるため、手長に植え替えます。用土は

腐葉土を主体に t符くて水はけのよい土を用います。

〈繁殖〉

業ざしが最も簡単で、必ず葉柄の一部をつけ、JlI砂かパーミキュライトにさし

ます。繁殖の適温は20-22'Cで、湿度を保つことが大切です。
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〈性質〉

ゼラニューム
@フウ口ソウ科

@非耐寒性多年草

@開花期間年

問主:上ゼラニュームとWfぶのは、南アフリカ原産のベラルゴニューム脱のイン

クイナンスとゾナーレ、および交配積のホルトルムなどで、ゲンノショウコやフ

ウロソウを合む純物学J'，の分類の腐とは区別されます。

山手i咲き性が強くj!)ミさにも強いことから、最近はよく花崎、ベランダの装飾に

利用されています。

〈購入上の注意〉

葉が大きすぎず、しまった感じの株を選んで購入します。葉が黄ばんでいたり、

根元がJHくなっているものは避けます。

〈管理〉

夏季の Iti;J温多視をきらい、乾燥には比較的強いが、 j品j誌には弱く、校!おれを起

こします。落ちた花がらが:葉についたままになっていると、そこから灰色かび病

なと功f発生することがあります。 I咲き終った花や枯れ:葉は、そのつど取り除きま

す。

• i山支……冬期jの生育温度は 8-10oCであるが、己主らさない程度にすれば十分越

冬します。

-/.1<.………比較的乾かし気味の方が生育がよく、過imになると腐りやすい。梅雨

の II.~O期は雨に当てないようにとくに冬は乾燥気味に保ちます。

・肥料……生育の11王liZなものなので十分に与えるが、水をやる査が少ないために

分解も少ないので、置き)J~よりも液肥として与えます。

・，ti![えf与え……tfI[え替えは毎年行ない、線と地上部のバランスを考えて切り詰め、

毎年同じような鉢の大きさに保ちます。

〈繁殖〉

暁子をまいてふやすこともできますが、さし芽でよく発絞します。 4-6月、

9 -10月が適j切です。:葉を 3-4枚つけて節のすぐ下で切り、下葉を落して、J11

砂、鹿沼士、パーミキュライトなどの清潔な挿床にさします。
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〈性質〉

クジャクサボテン

@サボテン科

@非耐寒性常緑多年草

@開花期春~夏・冬

クジャクサボテンはエピフィルム属で代表されるものが多く、園芸的に多くの

属の交配によって作られています。エピフィルムの名は、「エピ(着生)Jと「フィ

ロン(葉)Jの二語からなります。開花期は、春のものが多いが、中には冬のもの

もあり、昼咲きと夜咲きのものに医別されます。

〈購入上の注意〉

買う時には、業(禁状茎)の多い、大きな株を買います。あまり小さな株では、

開花に必要な大型の葉を出す力がありません。長く厚みのある葉が 5~ 6枚以上

あれば、来年も花を見ることができます。

〈審理〉

株の高さは60センチくらいで止めます。 50センチくらいに伸びた葉は、先端を

摘みとって、イ中ぴを止めます。この葉から出る芽は、先のほうに出るものは 1セ

ンチくらいを残して先端を摘みとり、株元から出る芽は伸ばします。株の形を整

えるばかりでなく、株を充実させるために、不必要な芽は取り徐きます。

・温度……夜温10~ 13
0

C 、昼温20~220C を目標とし、冬期の夜温はつぼみのつき

をよくするために低めに保ちます。

・水...・H ・..4 ~ 8 月中旬までは十分に水を与え、 8 月下旬~9 月下旬までは翌年

の花つきをよくするために、全く与えません。冬は極力潅水を控えます。

・肥料…… 2週間に 1回、薄い液肥を与えます。花が咲き*写って~から 8月までは

月に l回ほど、油粕を水で練って置き肥として与えるのも効果があります。

・植え替え…… 2~3 年以上たつと、鉢が根でいっぱいになるので植え替えをし

ます。ベニクジャクサボテンは 4~7 号鉢に、月下美人は高さが1. 5メートル

位になるので 7~10号鉢に植えます。 4 ~ 5月頃が適期です。

〈繁殖〉

初夏から夏にかけて茎節を10センチくらいの長さに切り、切り口の乾燥を待っ

て(普通 3~4B ほど放置するけ11砂にさします。
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〈性 質〉

ロードヒポキシス
@アッツサ‘クラ

@ヒガンバナ手ヰ

@非耐寒性多年草

@開花期 4~6 丹

属名のロードヒポキシスは、パラ色の花の咲くキンパイザサ属ということを意

味します。一般にはとガンバナ科に入れられているが、キンパイザサ科に独立

して分類されることがあります。俗にアッツザクラのぞIで、呼ばれているが、ア

ツツ j品主には!関謂f係系カがfなく正しい11呼!呼ヂぴ

の一l属長一命磁の植物です。

〈購入上の注意〉

特に!日Wi1はない。

〈管理〉

生育!VJIllj中は十分日光の当たるところで栽培すると、開花11，.)'の姿がコンパクト

になり、分球も I[E盛になります。葉が枯れたあとも鉢植えの状態で、土がi!j量り

気を保つように管理し、ヲ売春布立えかえます。

・温度……冬は休眠して葉が枯れているが、鉢や箱槌えの場合は凍らぬように注

立します0

・水...・ H ・..十lz音1\ は球茎をしており、過混は禁物で、特に真夏の高温fI寺は ì;ll~ らせす

ぎるとよく腐るので、乾かし気味とします。また休眠}坊は水やりを中止します0

・)J巴ギ1....…春から夏の生育WJには毎月 l間1111粕のi泣き肥か、同形の化成肥料を与

えます。なお、真夏の時期は少しひかえめとします。

・植え存え……素焼き鉢でもプラスチック鉢でもよいが、 3号か 4号の平鉢を用

意し、 3号鉢に 5-6球植えとします。あまり深椴えとはせず、球の先が少し

出る程度に結え込みます。

〈繁殖〉

分球による O 春に分球した小球は、 トロ箱やプランターに組えて養成するとど

んどん大きくなり、ふえてくれます。 1年の培養で開花株となるから楽しみです。
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関 プリムラボリアン士一日

〈性質〉

@ポリアンサス

@サクラソウ科

⑧非耐寒性宿根草

@開花期 1~3 月

プリムラは、ラテン語のプリマ(最初)からつけられた属名で、早春に咲き出す

ことにちなんでいます。英名のポリアントゥスの名でも親しまれている本種は、

ヨーロッパ原産の 3つの種が交雑されてできた園芸種で、 rlJ・くから花開用として

利用されることが多かったが、パシフイック・ジャイアント系がT子成されてから

は、鉢物としての需~が増大し、現在に主っています。

〈購入上の注意〉

花茎が太く、花茎数が多く、葉数が多く、 iÆ~いた誌をした輝きのある業をもって

いるものがよい。もちろん、花数が多く、花が正形で大輪、色彩の鮮明なものを

選びます。

〈管理〉

日中は、日のよく当る窓、辺や、縁側などに置きます。この1111間はプリムラのう

ちでも寒さに強く、かなりの低温でも育つが、年末から花を咲かせるためには秋

おそくフレームに入れて加温してやります。

・温度……夜温 3
0

C以上の条件のところに置けば大丈夫です。しかし、反対に夏

の蒸し暑さには剥く、 7-8月は日陰の涼しい;場月Irに置きます。

• 7](………十分に与えるが、冬期jで凍る心配があるときは正午前後に与えます。

受け1mに水をためておくと根腐れの原因になります。

・肥料……花のH寺Jt)jが長いので、 2週間に l問、薄い液肥を!}・えます。践すぎる

と肥料まけします0

・槌え終え…… 7月一 9月初めの暑い問は、植え替え、株分けをひかえます。

〈繁殖〉

春の花が終ったら半日陰の地に鉢を抜いて植え、秋の彼岸のころに株分けをし

て、日当りに出します。
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〈性質〉

シネラリア

@サイネリア

@キク科

@非耐寒性 2年草

@開花期 12~ 4月

わが国にこの花が伝えられたのは、明治10年(1877)で、別名をフウキギク(寓

貴菊)と呼ばれ、以来ずっと西洋草花の代表的な花として親しまれています。ま

た「シーlという音が縁起が悪いので「サ」と読み変えられ、一般にはサイネリア

といわれています。

〈購入上の注意〉

草姿が低くまとまり、植物として徒長していないもの、葉が枯れていないもの、

つぼみの数が多く、花の形のよいものなどに注意し、あとは花色が多いので好み

にあった色を選ぴます。

〈管理 〉

日当りの惑い室内に長く置くと、徒長したり花色があせてくるので、日中はで

きるだけ日当りのよい窓辺に置きます。

・温度……比較的寒さに強い桶物ですから、高温にする必要はなく、 5.Cあれば

十分です。 o.C以下にならなければ枯れる心配はありません。

・水………繋が大きいため、水分の蒸散量も当然多いので、水やりは 1日1回鉢

の底から流れ出るくらい与えます。

・肥料……窒素成分が不足すると生育は悪くなり下葉が黄変します。一方、多す

ぎると軟弱となり葉が大きくなりすぎるので、月に 2自ほど液肥を与えます。

〈病害虫〉

葉に褐色のややくぼんだ斑点が出るのは褐斑病で、小斑点から同心円斑に拡大

するのが輪紋病です。どちらもマンネプダイセンかオーソサイドで予防します。

育苗中および開花の前後のころにアブラムシがよくつきますが、ダイジストン

かオルトラン粒剤を鉢内にひとつまみ入れれば、約 1ヶ月間防除できます。
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〈性質〉

関 リーガースベゴニア 間
@シュウカイドウ科

@非耐寒性多年草

⑧開花期秋~春

リーガースベコニアはエラチオールとも呼ばれ、最近話題の系統で、西ドイツ

のオット・リーガーの作出です。エラチオールの特徴は葉が厚く、葉の先が鋭角

的であり、球根ベコニアに草姿が似ているが、花もちがよく多花性です。

〈購入上の注意〉

ハナベコニアの類では、業辺から枯れ込みの入っているものはつぎつぎと枯れ

ることが多いから、まず!除外し、茎部の病徴のない咲きはじめの株の多いものを

選びます。管理しだいでかなり咲き続けるものですから、健全なものを第一とし

ます。

〈管理〉

戸外、室内を問わず、日当りのよい所で育てます。

-iEt度……冬季は 50C以上に保温した方が安全です。夏の高温時には50%程度の

しゃ光をして、涼しくします。

・水...・H ・..鉢の表面が白っぽくかわいたら水を与えますが、冬はさらに 2-3日

してから与えます。与える時は鉢底の穴から流れるくらいたっぷりと与えます0

・肥料……培養土は有機質に富んだ多孔質のものがよく、水はけが悲く鉢土が過

湿になると下葉が落ちるので注意します。

生育中の株には、 2週間に 1囲くらいハイポネックス等の液肥を稀釈法の 2倍

くらいにして与えます。

・植え替え……田土と腐葉土を半々くらいに混ぜた用土に植え替えますが、リー

ガースベコニアは他のベコニア類よりも酸性を好むので、 pHを4.5-6.5の範

囲とします。

〈繁殖〉

葉ざし、業芽ざしともさし床を20
0

C前後に保温し、換気に注意して行ないます。
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〈性質〉

ガーベフ

@キク科

@非樹寒性宿根草

@開花期 5 ~11 月

南アフリカの原産でキク科に属し、長く伸びた花茎につややかな色彩の花を春

から秋まで開花しつづけます。わが国のセンボンヤリの仲間であり、和名はオオ

センボンヤリ、ハナグルマなどとつけられています。

〈購入よの注意〉

葉は濃緑で厚くしまっており、花茎は太くて短いものの中から、花を確かめて

選びます。

〈管理〉

原産地の気候は冬暖かく、日照と降雨に恵まれ、夏はあまり高温にならない場

所なので、これに少しでも近い場所で栽培します。日照不足になると葉ばかりが

たくさん繁って徒長し、花芽がつきません。

花が終ったものは花がら摘みを行ないます。花茎を持って左右に振るように引

っぱると抜けます。

・温度……20~250C を生育適温としますが、比較的寒さに強く、地上部は枯れて

も休眠して越冬します。

・水………土に湿りけが多いと、根が腐るので、水やりはやや控えめに行ないま

す。

・肥料……緩効性の大粒の化成肥料で、リン酸、カリ分の多いものを 2ヶ月に 1

問、 5~ 6粒与えます。

・植え替え……用土は赤玉土に堆肥か腐葉土を 3割ほど混ぜ、カリ分の多い緩効

性化成肥料をひとつまみ基肥として入れて植えます。

ガーベラは中性に近い土壌を好み、酸性土壌では葉がちぢれたり、黄色や紫色

に変色して生気がなくなり育ちません。このため土壌酸度を6.0~7.0に調整す

る必要があります。

〈病害虫〉

高温乾燥期にハダニが発生するので、殺ダニ剤(ケルセン、モレスタン、エイ

カロールなど)を散布します。
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〈性質〉

鉢物として最近人気を呼んでいるハイドランジァーは、アジサイがヨーロッパ

で改良されて、再び日本へ導入されたものです。花色は鮮明で、、美しく、青、赤、

自等があります。

〈管理〉

葉が大きく蒸散作用が盛んなので、かん水を十分行います。真夏の強光線をさ

けて、日陰に置くか、寒冷砂をかけます。

摘芯は 7月中旬までに行います。摘芯が遅れると、秋に花芽が形成されません。

早すぎると校側がイ中びすぎて鉢物としての草姿が乱れます。摘芯後、 2-3 cm伸

びた時B…ナインの300倍液を葉商散布して茎の伸長をおさえます。

肥料はかん水量が多く成分が流亡しやすいので、多めに施します。

土成条件により花色が変化しやすく、青色系の品種は土壌が酸性 (PH 5)の時

に美しい青色となり、赤桃系品種は中性からアルカリ性の土壌で良い色となります。

真夏以外、特に花芽のできる 9月から10月は、必ず日当りの良い所に置きます。

また通風にも気をつけます。

病気はウドンコ病(モレスタン、 トップジン M等)、害虫はアブラムシ(エカチ

ンTD、スミチオン等の散布)ハマキ

ガ、コカ、、ネムシ(カルホスの散布)ハ

ダニ(プリクトラン、モレスタン、

ケルセン等の散布)が発生しやすい 管ぎし

ものです。害虫の予防剤としてオル

トラン粒斉IJの施用も効果ーがあります。

〈繁殖〉

6月頃さし木を行います。さし木

には頂芽ざしと管ざしがあって、(図

参照)用土は赤王土、鹿沼土、パー

ミキュライト等とします。

さし穂の作り方

I頁芽ざ L

ナイ 7で七刀り

口 I~水平に切
る

ナイフで切り

口は水平に切

る
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〈性質〉

アザレア

@西洋ツツジ

⑧ツツジ手ヰ

⑧常緑低木

曜器開花期 12~ 5月

初春の鉢花として、年末から初春にかけて出頭にでまわっています。ツツジや

サツキと同じ仲間で、中国原産のツツジがヨーロッパへ渡り、ほかの種類と交配

改良された関芸穣です。系統はベルギー系とアメリカ系があります。

大部分の品種は、日のあたる場所におきますが冬季開は室内に入れます。

〈管理〉

肥料は苗養成中は油粕の置き肥を 1~ 2ヶ月に 1回の割で施します。油粕の代

わりに粒状化成肥料を施します。仕上げ鉢への鉢あげは 5月に行い元肥を施し、

7月油粕を追肥します。

摘心は軽く行い新梢の発生をそろえます。この時アトリナール60倍液で処現を

すれば、発生する芽数が増加し、株張りも良くなります。

また、わい化と花芽分化促進のため B ナインの250倍液を 2回散布します。

1曲目は新梢が3cm生長した時、 2出目は 1問自の処理後 2~ 3週間後に行いま

す。この 2田の処理により新梢をコンパクトにします。

花芽は休眠し、その後低温にあい休眠が破れて開花します。また低温のかわり

に、ジベレリン400P P mを株全体に噴霧してもよく、この処理は早くても 9月

上旬以降に行います。開花促進のためには、低温処理(株冷蔵)を行うか、上記の

ようにジベレリン処理を行います。

害虫はグンパイムシ(スミチオン剤等散布)やハダニ(モレスタン等散布)が発生

します。

〈繁殖〉

さし木で行います。時期は 5fl ~ 6月が、本年伸びた校の先を 5~ 7 cmに切っ

て鹿沼土にさします。

苗養成の用土は鹿沼土とミズゴケをこまかくしたもの(またはピートモス)を同

量まぜたものを使います。仕ーとげ照土は鹿詔土 3、ピートモス 1の割合とします。
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〈性質〉

@イクソラ

@アカネ干ヰ

@非耐寒性常緑低木

@開花期 5~8 月

熱帯産の小型花木で、樹高が低く、その頂部にオオデマリに似た花が咲きます。

花色は朱赤色、指赤色が多く、黄色、白色もあって、鉢花として親しまれていま

す。栽培環境は、夏の間は明るい日陰におき、秋から春にかけては、十分に日光

にあてます。生育適温は18~220C です。

〈管理〉

越冬は 50C以上が必要で、 10
0

C以上を保つことができれば、落葉しませんO

鉢土は田土または畑土 3、腐葉土 2、川砂 lの配合土が適します。

肥料は基肥として、緩効性のマグアンプKやハイコントロール等を施し、追肥

として、液肥か 1B 粒状化成肥料を 5 月 ~10月頃まで月 1 屈の割に施します。

鉢土は常に少しi毘り気味の方がよく、一度過乾燥にすると根いたみが激しく囲

復が困難です。

秋に入り低温となるにしたがって、かん水を、次第に控え目にします。

また秋の低温にあうことによって花芽分化が順調に行われると雷われています

がサンタンカの花芽分化期は10月下旬頃で、これが確実に行われるには、側枚が

4 節以上に伸びた株が、約40 日間 10~150C にあうことです。

病気はあまり発生しませんが、害虫ではカイガラムシ(冬季から早春に竹ぺら

などでカイガラをかき落し、幼虫発生期の 6~7 月にスプラサイドを 10 日おきに

数回散布)、ハダニ(モレスタン、エイカロール等殺

ダニ斉IJを交互散布する)アブラムシ(鉢土にオルトラ

ンを少量まく)がつくのでカッコ内のような処置を

します。

〈繁殖〉

繁殖は 6月頃、校の先端を 5~ 10crnの長さに切り、

それぞれの業を-i士分程切りつめ、水あげを十分して

から、鹿沼土か川砂にさし木します。その後、 1ヶ

月位は日陰状態で湿度を高くして管理します。発根

はlヶ月位です。(図参照)

さし:木の要領

七刀る

車王〈触れ合う程度
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〈性質〉

ハイビスカス
@ブッソウゲ

⑧アオイ科

@非耐寒性常緑低木

@開花期 6~9 月

ハイビスカスは、フヨウやムクゲと同じ仲間で、ハワイや沖縄で親しまれてい

ます。花色は紅、桃、棒、黄、白等があり、花の咲き方も一重、半八重、八重等

があります。品種も多くありますが、大別すると、在来系(沖縄の民家等にある

赤い花)、ヨーロッパ系(オランダ、ベルギー等で栽培され樹高は低くよく分枝し、

花色は赤、賞、桂等)ハワイ系(花は大きく、色も華やかで、市販のもは大部分が

この系統です。)があります。

〈管理〉

日照と温度さえあれば、年中花をつける熱帯花木で、日陰では徒長して、花は

l咲きません。冬季越冬させるだけならば 5
0

C以上で、花を咲かせるには150C以上

が必要です。

鉢土は、回土か赤王土 7に、腐葉土 3、の割合とします。生育期間中 4回ほど

油粕と骨粉を置き肥えとして与えます。

媛化剤としてのCCCは1000倍液で新芽が 5cm位伸びた頃葉に散布します。また

徒長防止、葉色を良くするため、 2国自は800倍液を散布します。スリートンは

1鉢当り 1CCを潅注すると効果的です。

害虫は新芽が伸びる頃発生するアブラムシにはエカチン、スミチオン散布、夏

に発生するハダニにはケルセン、モレスタン等を散布して対応します。

生長が旺盛なので鉢では根づまりを起こすので、ひと囲り大きな鉢に植えかえ

るか、 5月頃から日当りと土壌の良い場所へ植え込み、 10月には校を半分位に刈

り込み鉢あげして室内に入れます。

〈繁殖 〉

さし木を行います。校を10cm位の長さに切り、業をそれぞれ約半分に切り除い

たさし穂、をJII砂、鹿沼土、パーミキュライトに、十分水あげをして発根ホルモン

をつけてきしつけます。(図参照)

時期は、初夏、秋で20
0

C以上の温度が必要です。
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ハイビスカスのさし木
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土口コ

合花の格言・名言より

。青は度より tl:'，でて藍より青し口弟子が先生よりすぐれ、子が父にまさることをいう O

く〉朝顔の花一時=栄えている期間の短いことをいう。

。桜に百年の樹少なく、松に千年の緑多し=一華やかな花を咲かせるサクラの木が、マ

ツよりも寿命が短かいように、人の世も、繁栄を極める家は数代と統治、ず、質本トを

守る家は子々孫々長く続くものである。

。桜は三月・高捕は五月=ものにはいちばんよい時期があるということ。

。手にとるな、やはりl!，'f'におけれんげ家出野の花は野に咲いていてこそ美しく見える

のであって、人にもそれぞれ、その人にふさわしい場所がある。

。十日の菊、六日の菖務=菊は 9月9日の重陽の節供に、菖j市は 5月5日の端午の節

供に供えるべきもの、十日や六日では一日遅い。物ごとが間に合わないことのたと

え。
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〈性質〉

ブーゲンビレア

-オシロイパナ科

・非耐寒性半つる性植物

・開花期 5 月 ~9 月

ハイビスカスとともに良く知られている熱帯花木です。一般に花といわれてい

る部分は告で、花は萄の内iWJにあります。色はII':k桃色が主11られており、他に赤、

白、税色があります。また一軍咲と八重l咲があります。

開花は臼光と温度に影響され、、一般に一定の大きさに達した株が気温15
0

C以

上で十分な日照のものとでよく開花します。

〈管理〉

~t育適温は25 0C くらいで、越冬には 3
0

C 以上が必要です。低i1乱期j は潅水を探え

ます。

用土は)]思えた土が良く、赤玉土 5、腐葉土 3、J11砂 2とし、クロロシスが発生

しないよう、やや酸性にします。

仕立て方は柱状仕立てにするのが一般的です。開花をそろえるため、開花 3カ

月前から 1カ月間くらい(摘心後新芽が伸び始めた頃より)かん水を担えると着花

数が増し、そろって開花します。

肥料は鉢あげや鉢がえの時基肥を施しますが、春から夏の生育英JJ問中は、 rllJ祈l

の置き肥えを 3回位施します。

害虫はアブラムシが新梢と花に発生するので、エカチン、スミチオン等を散布

します。

内で花が落ちやすいのは光線の不足です。とくに、一重咲の系統は環境が急、

変すると花梗の部分に肉11'層ができやすく一時に洛花します。部花を I))jぐため、

2.4 0 4万fi'ti夜か、日ーナフタレン錠20PPMを花に散布するとある程度効果があ

ります。

〈繁殖 〉

さし木で行います。 5~ 6月に若い緑校より、やや褐色になった充実した校を

8 ~lOcmに切りさし穂とします。発fRホルモンを溶かした水で、 3 ~ 411寺間水あげ

し、鹿沼土、赤王土、パーミキュライト等にさします。
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シクラメン

ゼラニューム

クジャクサボテン

1¥イドランジ7
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デンドロビウム ポインセチア

リーガスベコニア グロキシニア
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パフィオぺディルム

ミス、ノてショウ

カトレア

タヌキモ
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〈性質〉

|I舵)綜防防局I

スパシフィルム
-サトイモ科

・中南米コロンビア原産

・開花期 4~9 月

近年人気が高まっており、 5月から10月まで間芸応で多くみかけます。花名は

属名です。

葉は濃緑色で、葉だけでも鑑賞できますが、白い花は花弁でなく葱です。ミズ

バショウやカラーと似ており、手入れがやさしく花の長もちする春被えの常緑多

年草です。

〈栽培〉

日陰が好きな植物と思われがちですが、(耐陰性が強いので)本来は好日性で、

薄日が長くあたる環境を好みます。しかし直射日光を嫌います。

急激な温度変化は絶対にさけ、冬でもlO'C位の温度を保ちます。根張りが良い

ので年 1聞の植えかえが必要で、時期は 5月から 7月に行い株分けもします。

用土は水苔、腐築士、ビートモスの混合か、赤玉 6、腐葉土 3、パーライト 1

の混合したものでよく、杷料は緩効性の化成肥料を基JJ巴とし、液体肥料(リン酸

分の多いもの)を追肥として春から秋へかけて週 1間施します

かん水は十分行います。特に気温の高くなる時期はたっぷり与えます。
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〈性 質 〉

ヘ
-ゴマノハグサ手ヰ

・ニュージランド原産

・開花期 4~6 月

〆¥

昭和40年代にニュージュランドから日本へ導入された。ヘーベは属名で、ニュー

ジュランドには、この{'11聞が100積以上あるといわれています。

常緑性の低木で、春から初夏にかけて開花します。用途は、鉢花が主体ですが

切り花の利用もあります。

主な種類として、グリーンフラッシュ(葉は光沢のある濃緑色で、花は純白)と、

エクラタンテ(花は濃桃色)ミァド・サマーピューティ(紫色)などがあります。

〈栽 培〉

さし木で簡敢に殖やせます。 時期i は 5 月一 6 月に行います。仕立は小rI'îll~J'1こ摘

芯して、わき校を出しコンパクトな樹形とします。日当りの良い場所を好みます

が、夏は日除けが必要です。寒さには強く、秋から冬へかけて低温にあわすこと

も必要です。

鉢は育宇宙時 3-4号鉢、仕上げu寺は 5-6号鉢を用い排水のよい用土を使いま

す。肥料は緩効性の化成肥料を与えます。

3砧 花づくりこんなときどうする? 二]
圃デンドロ日ム仰が終ったの

ですが、その後の手入れのしかた

がわかりません。花が終った茎は切り

取ったほうがよいのでしょうか。

崎|デンドロピユウムには、ノビル系

Ir'、|のものとファレノプシス系のもの

があり、それぞれ性質が異なっていま

す。
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ファレノプシス系のデンドロピュウ

ムは、一度花が咲いた菜のさらに上告1¥

の白首位から、その後 2-3年にわたり、

新しい花茎を伸ばしてきます。そして

次々と花を楽しむことができるわけで

すから、 711い茎は切りすてずに育てま

す。

ノビル系のデンドロピュウムは、一



〈性質〉

同アルソヒア・テゅイアンティフローラ関

@イワタバコ科

@中米原産

@開花期 5 ~lO月

イワタノfコ字|企の仲間にエスピシアという }，f.;カfあり、このエスピシアはメキシコ

南部から中米、ブラジルにかけて広く自生しており、現従約 9穂が線認されてい

ます。 最近になって、このエスピシア械の見直しが行われ、ディアンティフロー

ラと他 I 棋が新しい，，~;、アルソピアに移りました。

このアルソピア属はメキシコから中米にかけて分布しており、森林に生育し、

ランナーを伸ばし、その先端に子株を生じて、樹上に着ttする植物です。アルソ

ピア・デイアンティフロブラの葉は小さくて丸い緑色で、脈音1¥は11音赤色を帯び、

花は白色で先は車fIIかく切れ込んでいて、{変~tで美しい。

〈栽培〉

エスピシアは寒さに弱く最低15'Cが必要でしたが、このアルソピアはかなり低

温に耐え、冬期案内で育てれば十分越冬します。高温に強い植物なので、 11廷で

も盛んに生育し、かわいい花を次々と咲かせてくれます。夏場は戸外の半日陰下

で栽培するとよく生育しますが、一年中案内で栽培するのもよい。つり鉢栽培が

いちばん過しています。

〈繁殖〉

ランナーに生じた子株を切り lfllって、さし木で、7i自します。発桜する場所は節部

からなので、節音1¥は必ずさし木屑士:の中に埋め込みます。さし木の11す期は、秋に

行い、すっきりとした姿で越冬させます。

般的に…!支花が咲いた茎からは花が咲

きません。しかし、菜の下のブjにだけ

花が咲いて上部に咲かなかった場合は、

次の年に花が咲く可能性がありますの

で、菜を切り取ってはいけません。ま

た、花の咲かなくなった凸奇い菜は、新

:JJ'を{rflばすための栄うを1i1i給源という大
切な役割をもっているので、 2-3年

は切らずに残しておくようにします。

なお、ノビル系のデンドロピュウム

の花付きをよくするためには、できる

だけ日光によく当て、 8月-9月にか

けてリン自主分の肥料を少し与えます。

そして秋の気泌が低一下してきた頃には、

十分低ili誌に当ててやるのが花芽分化を

起させる条件です。
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〈性繋〉

レウイシア

@スベリヒユ科

@北米原産

@開花期 4~5 月

レウイシアは大正時代に日本に導入されたが、日本的な花でなかったためか、

あまり人気が出ず、今日まで最小限の栽培しかされていなかった。ところが最近

になって山野草として扱われるようになり、ょうやく花の可愛らしさと珍しさで

人気急上j卒中です。

このレウイシアは、北アメリカ西部に約16種類が自生しており、欧米では山工事

愛好家がよく栽培している。比較的日本でよく栽培されているものは、コチレド

ン、ネパデンシス、レディビパの 3種類ですが、コチレドンの中に変穂で、鋸i拐の

ようになったヘックネリや、葉の|隔が狭くて波打っているハウエリーがあります。

〈栽 培〉

夏のi高温には強く、日当りを好み、暑さに強い111野草のーっと言われています

が、多認には弱くて、排水が悪ければたちまち根腐れを起こします。鉢将{え栽培

のコンポストは排水のよい軽石や日向土がよいでしょう O

)j[';料はil主)j日で与えたほうがN日ftで、 1ヶ月に 1回程度ハイポネックスの1000ベ
2000倍液を与えます。

〈繁殖〉

実生、株分け、さし木で硝せます。新しい種をまくとすぐ発芽するので、税を

取ったら保存しないで、その日のうちに極まきします。
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〈性質〉

本州、I(兵庫県以北の日本海側)、北海道、カムチャッカに分布し、 j混bi{や水温林

に生えます。北方では主主原の中に純群落を造ることもありますが、同'i限地の兵庫、

福井、岐阜、富山などではアシなどの丈の高い草と混生して夏には日陰になりま

す。ノkを好みますが、流水であって停滞水では育ちません。花は雪解けに始まり、

成業 3枚につきl1f!iJの仏炎萄があって、葉の展開に従い順次咲き進んでゆきます。

仏炎祖が茶色に枯れてから約 2カ月で果実が実り、緑色のままで悪臭を放ちなが

ら崩れて積子を放出し始めます。種子はゼ、 J)ー状のもので包まれていて水に浮き、

新たな場所に水の流れによって述ばれていきます。

〈栽培〉

恨が深く、生えているものを掘り取ることは不nJ能です。このため、種子から

脊てるか、小立{を譲り受けるしか入手方法はありません。播種床は7ß~王土の米粒

大 7にパーミキュライト 3を混ぜて浅鉢に入れたものとし、深さ 2~ 3 cmの!被[7](

をして毎日水を詳えながら管理します。採り播きの;場合は15~30 臼で発芽が始ま

ります。ちょうど梅雨明けとなりますので、半BJ設の涼しい場所で管理し、ハイ

ポネックス2，000倍液を週 l回滋水代りに与えます。秋には植え幸子えて、 ;)Jミ玉土

の米粒大 7にパーク堆肥 3を混ぜたものを 5号浅鉢に入れ、 3cm間隔にtiUえ{すけ

ます (30株/鉢程度)0 2年目は 5cm 問 l婦に植え拡げ(8~9cmポリポットに 1 本梢

え)、 3 年目は 4~5-7j・浅鉢に 1 株植えとし、順調であれば 4 年目の春に花が見

られます。 2年目の鉢上げ以後は魚、JJ巴を主体とし、春の展業期、梅雨11寺、!日盆明

け、 9月下旬の 4回、煮干しを 3本/株ずつ土にさし込みます。病害虫はこれと

いってありませんが、葉焼けさせること、水を腐らせることが大敵なので、鉢の

置きl易所に気を付けてIJ要水をしていながらも水は!毎日終えることが肝心です。 地

植えする場合は 3年前を用いて流水のある水湿地に植え込みます。
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〈種類〉

スイレン

@スイレン科

@宿根草

@開花期 6~9 月

本来 rn垂蓮」のぞ1は東アジアーヨーロッパ、北インドに野生するヒツジグサ(米

中:、花f;:j白色で米の刻・午後 2[1寺頃に花が開くことから{すいた名。)に充てていた

ものでしたが、明治時代にフランスのマルリアクが改良した一連の品積が導入さ

れ、栽よ古:が楽で花数が多く大輪で朝からタまで開し、ている鑑賞価値の高いこれら

の改良種に名を奪われてしまいました。関芸品種は野外で、越冬がで、きる耐寒性ス

イレンと、冬季に保護して水温を15
0

C以上に保つ熱帯性スイレンとに大別できま

す。一般によく栽指されるものは耐寒性スイレンで、赤花の「アトラクションJ、

桃花の iーロゼア」、白色の「アルパ」、黄花の「サンライズ」などが代表的です。

〈栽培〉

生育!tJJ1M] (;:料品が 5
0

C以上となる期間)が150日以上あればどこでも育ちます。

まず、池や水械など植える場所を準備し、 7~10号鉢に 1 株ずつ出土で槌え込み、

水深を 10~30cmにして管理11 します。!肥料は煮干し、身欠きニシンなととの魚JJ担がよ

く、手手 4 乃に水がぬるんだなら1O~20 g /株を土 1ドに悲し込んでやります。水中

には金魚やメダカなどを飼えばボウフラや害虫などを食べてくれます。水詳えを

できるだけ多くしますと、花数が多くなります。

〈近縁種〉

コウホネ(河骨、川'舟)は日本、朝鮮に分布し、池や沼などに生えます。花は黄

色(末期に朱色となる)で、 511'、任 4~ 5 cm、 6~ 9 月 11尖です。水深10~80cm と

適応1I1高が!よく、淡水ならばどこでも育ちます。根茎は太く、色白で動物の'昔のよ

うにも見え、 i争前l、布Ii精(婦人の)薬として用いる手[J漢楽です。 i長水ならば空中に

葉は立ち上がりますが、中水ならばスイレンのように葉を水に浮かべ、深水なら

ば水 q二l $t~だ、けの形態となります。!肥料を好みますのでこまめに与えます。
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〈種類〉

J¥ 

@スイレン科

@宿根草

@開花期 7~9 月

ス

おお

ハスはインド、中園、日本、オーストラリア北部の広い範rIl!に分布します。大

賀蓮は1951年に大賀一郎博士が千葉県検見川の2，000年前(縄文I1Ht)の泥炭層か
らゅうご〈ニだいはず ふらんてん

ら発見された積子を発芽させたもの、 中国古代蓮は中国遼主主省大連市野lNiI天の

1，000年I誌の地層から111た種子を発芽させたもので、種子の寿命が桜めて長い椴

物です。種子は栗のような味で美味、中国初j北省武漢市周辺、台湾西部において

積子を食用、薬用とする品種が分化しています。地下茎(蓮根)を食用とするため

の栽培が盛んですが、現在の主力品種の加賀種、備中種ともに明治一大正時代に

中国江蘇省、安徽4fiから蓮恨用品種の種子を導入して育成したものです。花を鑑
がんじんわじよう

賞する品種は仏僧が中国から種子でもたらしたものが多く、鑑真和上が753年に
しろくんし ニ liす しようだいじあおばす とうげんぜんじ

来朝された際の白君子小蓮(招提言子育蓮)、道元禅師が1223年に帰!拐された際の
ろさんはくせt、じんば寸 そくひおしよう そくひれん

麓山白(聖人蓮)、即非手[J尚が1，657年に米朝された際の即非蓮などがあります。
みようれん たとうれん

妙運(多頭蓮)は 1茎に数花を付けて花弁数5，000枚に達するボ、リューム111かなも

ので、滋賀県守山市の問中家、金沢市の持明院、子高野11汀の安宿三~，にイム1戒を現わす

ものとして古くから伝えられています。

〈栽培〉

地椴えの場合は水田に植え付けます。 3-4月に稲と同様に荒起し、代かきを

した後、芽先の 2-3節をほ株とし、石灰乳50倍液に30分程浸ii'tして消毒した後、

芽の向きを揃えて80cm間隔に植え、次列は 3m離れて植え出していきます。鉢植
ちやわんば宇

えの用土は間土を用い、震性の茶椀蓮系の品種なら経30cm深さ20-30cm、中形の

誠蓮などならば径50cm深さ40cmの容器(鉢、洗凶器、タライなど)に植え付けます。

肥料は魚肥がよく、煮二「し、身欠きニシンなどを 4月と 5月の 2回、各々50-709 

/株施用します。お設の切花でイム花に用います。花や葉は水上げが恐いので「水

上げポンプ」で水を圧入してやりますが、この時STS剤などの延命剤を用いる

とさらに花保ちカfよくなります。
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〈性質〉

タヌキモ

@タヌキモ科

@宿根草

@開花期 7~9 月

北半球のjEJi7の湿原、沼沢などに広く分布します。根がない浮遊性の水草で、

茎は分校して長さ50cmにまでなり、多数の捕虫葉を付けてミジンコなどの動物性

プランクトンや水生昆虫の幼生などを捕えて室素源とします。花は黄色、水J:に

総状花序を立てて数個の小花を付けます。水質は弱酸性で、よく澄んで!ままで光

が透って明るいこと、いつも新しい水の供給があって水j品が A 定なことなどが生

育の条件です。

〈 栽培〉

径40cm、深さ30cm以上の容器(Jj(蓮鉢、金魚鉢、タライなど)に水を入れた後、

長さ 10cmに切った稲ワラまたは麦ワラを浸して沈めます。数日を経てワラのアク

が出て水が茶色っぽくなれば栽培によい水質となったので母株を入れます。水は

毎朝新しいものを注ぎ入れて全体量の 2割以上を更新します。この際に蓮日を用

いていますと水滴が水耐を走り廻ることをもって良好な水質で、あると判断します。

水質が悲イヒして水をyj:ぐとアワカf立つようになるとアオミドロやアオコなどの緑
てつみようばん

藻が生え始めます。これらの雑藻が生えたならすぐに鉄明容を入れ、稲ワラを

補給し、水質を保ちます。稲ワラ、麦ワラがなければエノコログサ、ヒエなどイ

ネ科(カヤツリグサ科はダメ!)の茎葉であれば何でもよいので、生のまま短かく

切って入れます。アオミドロの発生量が多いならハシなどを用いてからめ取ると

よいでしょう O 肥料は稲ワラの補供だけでよく、他は施しではなりませんO 施用

時期は、早春、梅雨、盆過ぎ、秋の 4屈を目安とし、株の状態や水質がおかしい

ならいつでも施します。浮遊性の水草なので移植は新しい容器に水を入れて水質

を整えて株を入れるだけでよく、いつでもできます。

〈種類〉

普通のタヌキモのほか、イヌタヌキモ、シャクジイタヌキモ、コタヌキモ、ヤ

チタヌキモ、フサタヌキモ、ヒメタヌキモ、ミカワタヌキモ、など多数の種があ

ります。花色は全て黄色ですが花形、草姿はずいぶんと違います。
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〈性質〉

フ
@カヤツリグサ科

@宿根草

@鑑賞期 5 ~10月

ト ィヨ

アジアーヨ…ロッパの温情域の池招などに!よく分布する水平で、根茎は太く +11(

i1ミして1iJ1ぴ百;がって浅水域を埋めるお:になります。茎の断f[riは円形で高さは 1-

2 m、業は退化しでなく、茎が葉の代りをしています。茎の断面は丸く、先端に

小穂が付き、果実は 7-10刃に熟します。昔、茎を刈り取ってイグサやアンペラ

のような敷き物を作っていました。

〈栽培〉

水草なので、水切れは禁物です。 湿地に生える場合の地下水位は 5cmより浅く、

水中に生える場合は水深10cmよりも根茎を沈めないようにして、一定の;ifの水と

空気を好{;保しているようです。日照不足では葉色が悪くなりまた病気がIJl易くな

ります。鉢梢え用二iこは赤玉土の米粒大を用い、茎 3-5本立ての株で 3号鉢、 10

-15本立ての株で 5号平鉢に植え、深めの鉢lJllを用いて 2-3 cmのIJ要;J<.をしなが

ら育てます。地植えの場合は、水出状態として水をあてて育てます。椴え付け密

度は 3- 5 本立ての株を用いて縦横ともに20cm間 I~I% とします。肥料は iilば{と'持'粉

をねり合わせたものを用い、 4月と 9月の 2回、 3号鉢なら 59 (2 cm角を 1倒)、

5号鉢なら159 (/可 3側)、地植えなら1009 1m2程を施用します。株分け移植はい

つでもできます。古菜は黄色くなったら刈り取り、なるべく新しい茎を出させる

ようにします。 7月と 9月に切花業物としての需用期があるので、全Till刈り取り

をして良品のみを出荷するという方法が生産地では行なわれているようです。 15

株は菜上がりが思いので、 2-3年に 11支柏えかえをします。病害虫はメイチュ

ウの被害があるので、定期的に防除します。

〈近縁類〉

サンカクイ(三角関)は、フトイによく似ていますが、茎の断面は三角形で高さ

50-100cmとやや小さく、池や川のほとりにあって水中にまで侵出しない点で違

います。古名をシリクサ(知卒、尻草)と言い、昔敷物を織りました。
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@押し花で楽しむ四季の花

H寺が過ぎれば枯れてしまう花を、美しいままに残しておくのが押し花です。

1. 1*11](は花がl咲ききる前に

花の採取はi咲始めがよい。できたら!r前1011寺頃までがよいとされています。途方

に出かけて花を採取し、持ち帰って抑し花にするような場ー合は、花を入れたポリ袋

の中に、ティッシュペーパーを 3cmぐらいに丸めて、オキシフルをたっぷりしみ込

ませ、これを一緒に入れて密閉しておけば、 2411;¥'[10はしおれさせないで保つことが

できます。

2. 用立するもの

H;{紙、新11出氏、乾燥斉IJ (ゼオドライ)、半紙(和紙)、重し、はさみ、ピンセット、

カッターナイフ

3.押し花の手!llii

1) J1iÍ.紙のよ lこ来rrlifH1~ を二つに折って敷き、その半分の上に新聞の文字が見えなく

なるくらいに乾燥剤をのせ、平らにならす。

2) その上に二つ折りした半紙をのせ、花を置く。大きな~~や、混み入った花は菜

からはずして、半紙をlUiじ、 uこ乾燥斉IJを平らにのせる。

3) 花をはさんだ半紙と乾燥斉IJを繰返し 3-4国重ねてもよい。新聞紙をVHじ、も

う一枚の!手紙をのせる O

4) ポリ袋に入れ、口を閉じ、重しをのせる。 6-7日ででき上るが、その向は従

き場所を動かさなし、。

4. きれいにつくるためのポイント

110 

1) 草花は水揚げのよい状態で、水けをよくふきとってから抑し花にします。

2) 菜や葉が多すぎて、プレスしたとき重なりそうな場合は、切り拾てたり、切り

離して別々にプレスします。

3) 花は八分咲き、五分咲き、つぼみなど、いろいろの形のものをプレスしておく

と、デザインするとき楽しめます。

4) 多種類の草花を一緒に.;ì~べる場合は、!手さが平均になるよう注意します。

5) ピニールシート(ポリ袋)は、光を通さない色っきのものを使います。




